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聖
せ い

  書
し ょ

 マタイ 28・1～10 

テ
 

 ー 
 

マ
 

 主
しゅ

イエスの復活
ふっかつ

 

暗 唱
あ ん し ょ う

聖 句
せ い く

 ここにはおられません。前
まえ

から

言
い

っておられたとおり、よみがえ

られたのです。 マタイ 28・6 

 

目
も く

  標
ひょう

 復活
ふっかつ

のキリストによって失望
しつぼう

や

恐
おそ

れを喜
よろこ

びに変
か

えていただく。 

 

 

 

 

  4 月 5 日（月） 

聖書
せ い し ょ

 マタイ 28・1 

聖句
せ い く

 マグダラのマリアともう一人
ひ と り

のマ

リアが墓
はか

を見
み

に行
い

った。    1節
せつ

 

 

イエス様
さま

のお墓
はか

には大
おお

きな大
おお

きな石
いし

のふた、

そして、その前
まえ

にはローマの兵士
へ い し

が立
た

って番
ばん

を

していました。行
い

っても会
あ

えないだけでなく、

捕
つか

まるかもしれません。それでも、勇気
ゆ う き

をだし

て出
で

かけた女
おんな

の人
ひと

たちがいたのです。 

この時代
じ だ い

の女
おんな

の人
ひと

は、勉強
べんきょう

も仕事
し ご と

もゆるさ

れず、弱
よわ

く力
ちから

のない立
たち

場
ば

でした。  

でも、弱
よわ

くてもイエス様
さま

を愛
あい

する気
き

もちはと

ても強
つよ

かったね。イエス様
さま

なしでは生
い

きていけ

ない、そんな人
ひと

たちに、神
かみ

様
さま

はふしぎで、とて

も大
おお

きなことを体験
たいけん

させてくださるのです。 

 

祈
い の

り  天
てん

のお父
とう

様
さま

、この弱
よわ

いわたしも、あなた

がふしぎで大
おお

きなことを体験
たいけん

させてく

ださると信
しん

じます。 

 

 

  4 月 4 日（日） 
聖書
せ い し ょ

 マタイ 28・6 

聖句
せ い く

 ここにはおられません。前
まえ

から言
い

っ

ておられたとおり、よみがえられた

のです。           6節
せつ

 

  

 イースターおめでとう！ 

イエス様
さま

が生
う

まれたこと、十字架
じゅうじか

で死
し

なれた

ことも大切
たいせつ

だけど、イエス様
さま

がよみがえられた

この日
ひ

こそ、とても大切
たいせつ

だね。だって、イエス

様
さま

がよみがえらなかったら、「死
し

」という問題
もんだい

に

だれも勝
か

てなかったのだから！ 

イエス様
さま

は、よみがえりによって、人
ひと

はただ

死
し

ぬために生
う

まれてくるものでなく、もう一度
い ち ど

生
い

きることができることを見
み

せてくれたよ！ 

イエス様
さま

のよみがえり、ばんざい！ イエス

様
さま

、ありがとう！ 

 

祈
い の

り  天
てん

のお父
とう

様
さま

、死
し

にも勝
か

ってくださったイ

エス様
さま

のよみがえりを 心
こころ

からありがと

うございます！ 

 

 

 

  4 月 6 日（火） 

聖書
せ い し ょ

 マタイ 28・2～4 

聖句
せ い く

 主
しゅ

の使
つか

いが天
てん

から降
お

りて来
き

て石
いし

を

わきに転
ころ

がし、その上
うえ

に座
すわ

ったから

である。           2節
せつ

 

 

 イエス様
さま

のお墓
はか

のふたや番兵
ばんぺい

は、外
そと

からも中
なか

からも出
で

入
い

りさせないためのものでした。 

でもどうでしょう。番兵
ばんぺい

は死
し

人
にん

のようになり、

ふたはあっというまに開
ひら

いたよね。人
ひと

がなんと

かして神
かみ

様
さま

のなさることを止
と

めようとしても、

なんの意味
い み

もないのです。 

あなたのまわりにも、イエス様
さま

に会
あ

うことや、

神
かみ

様
さま

のすばらしさが広
ひろ

まることを止
と

めようと

する人
ひと

がいるかもしれません。でも、神
かみ

様
さま

のわ

ざは何
なに

よりも大
おお

きく、何
なに

よりも強
つよ

いのです。 

 

祈
い の

り  天
てん

のお父
とう

様
さま

、人
ひと

のすることは、あなたの

前
まえ

ではちっぽけなものです。ただ、あな

たのわざだけがなることを信
しん

じます。 

 



 

  4 月 7 日（水） 

聖書
せ い し ょ

 マタイ 28・3～5 

聖句
せ い く

 恐
おそ

れることはありません。   5節
せつ

 

 

信
しん

仰
こう

をなくしそうなとき、勇
ゆう

気
き

がないとき、

弱
よわ

さを感
かん

じるとき、「死
し

」がこわいとき…神
かみ

様
さま

は

「恐
おそ

れるな」と言
い

ってくださるお方
かた

です。 

神
かみ

様
さま

を信
しん

じていない人
ひと

は、人
ひと

はがんばること

で恐
おそ

れなくてもいい人
ひと

になれると考
かんが

えます。

でも、どんなにがんばっても「死
し

」に勝
か

つこと

はできず、恐
おそ

れるのです。 

わたしたちが恐
おそ

れなくていいのは、「死
し

」の

力
ちから

にも勝
か

たせてくださる神
かみ

様
さま

を信
しん

じて、希望
き ぼ う

を持
も

てるからだね！ 

イエス様
さま

のよみがえりを信
しん

じて希望
き ぼ う

を持
も

ち、

恐
おそ

れないで生
い

きていけるあなたでいてくださ

いね。 

 

祈
い の

り  天
てん

のお父
とう

様
さま

、死
し

ものりこえさせてくださ

るあなたの 力
ちから

を信
しん

じ、恐
おそ

れないで生
い

き

ていきます。 

 

 

 

  4 月 9 日（金） 

聖書
せ い し ょ

 マタイ 28・7～9 

聖句
せ い く

 彼女
かのじょ

たちは恐
おそ

ろしくはあったが大
おお

いに喜
よろこ

んで、急
いそ

いで墓
はか

から立
た

ち去
さ

り、

弟子
で し

たちに知
し

らせようと走
はし

って行
い

っ

た。             8節
せつ

 

 

   よみがえりのイエス様
さま

のことを体験
たいけん

しても、

「うそみたい」と思
おも

っちゃう人
ひと

もいたみたい。 

でも、そんな人
ひと

によみがえりのイエス様
さま

が本当
ほんとう

にあらわれてくださったから、命
いのち

をかけてこの

ことを知
し

らせ、全世界
ぜんせかい

にイエス様
さま

のことが広
ひろ

まってきたんだね。 

 マリヤたちも走
はし

って伝
つた

えに行
い

き、イエス様
さま

に

出
で

会
あ

ったよ！ 

 イエス様
さま

だけが本当
ほんとう

の救
すく

い主
ぬし

、イエス様
さま

だけ

が礼拝
れいはい

を受
う

けるのにふさわしいお方
かた

だね！ 

 

祈
い の

り  天
てん

のお父
とう

様
さま

、イエス様
さま

だけが、礼拝
れいはい

する

べきわたしの救
すく

い主
ぬし

です。 

 

 

  4 月 8 日（木） 

聖書
せ い し ょ

 マタイ 28・5～6 

聖句
せ い く

 さあ、納
おさ

められていた場所
ば し ょ

を見
み

なさ

い。             6節
せつ

 

 

 マリヤたちがイエス様
さま

のところに行
い

ったの

は、よみがえったイエス様
さま

ではなく、死
し

んだイ

エス様
さま

を見
み

るためでした。 

イエス様
さま

は何度
な ん ど

もよみがえりのことをお

弟子
で し

さんたちに伝
つた

えていたのにね。人
ひと

は「見
み

る」

ことでしか信
しん

じられない、そんな弱
よわ

さがあるね。 

 「見
み

て」わかるようにと、天
てん

の使
つかい

いは石
いし

の

ふたを開
あ

けてくれました。 

神
かみ

様
さま

も、いつもわたしたちに分
わ

かるように、

大
おお

きな大
おお

きな石
いし

のふたがしてあるところ、あな

たの「心
こころ

のふた」までもとりのぞいて「さあ、

ごらん」と教
おし

えてくださるよ。 

 

祈
い の

り  天
てん

のお父
とう

様
さま

、見
み

ることでしか信
しん

じなかっ

たわたしの 心
こころ

のふたもとりのぞいてく

ださりありがとうございます。 

 

 

 

  4 月 10 日（土） 

聖書
せ い し ょ

 マタイ 28・10 

聖句
せ い く

 行
い

って、わたしの兄弟
きょうだい

たちに、ガリ

ラヤに行
い

くように言
い

いなさい。そこ

でわたしに会
あ

えます。    10節
せつ

 

 

 そういえばイエス様
さま

のお弟子
で し

さんたちはど

うしちゃったんだっけ？ 

じつはイエス様
さま

が捕
つか

まったとき、お弟子
で し

さん

たちは恐
こわ

くなり、逃
に

げてしまったんだ。信
しん

じて

従
したが

ってきたはずだったのに…。 

でもね、イエス様
さま

はそんなお弟子
で し

さんたちを

「裏
うら

切
ぎ

り者
もの

」「いくじなし」とは言
い

わず、「兄弟
きょうだい

たち」と言
い

っておられるよ。 

人
ひと

の、イエス様
さま

への態度
た い ど

が変
か

わったとしても

イエス様
さま

の態度
た い ど

は変
か

わらず、人
ひと

を愛
あい

しつづけ、

出
で

会
あ

い、はげましてくださるんだね！ 

 

祈
い の

り  天
てん

のお父
とう

様
さま

、すぐに態度
た い ど

の変
か

わるわたし

にも、変
か

わらないイエス様
さま

の愛
あい

があるこ

とを感
かん

謝
しゃ

します。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

聖
せ い

  書
しょ

 マタイ 28・16～20 

テ
 

 ー 
 

マ
 

 ともにおられるとの約束
やくそく

 

暗唱
あんしょう

聖句
せ い く

 見
み

よ。わたしは世
よ

の終
お

わりまで、

いつもあなたがたとともにいま

す。       マタイ 28・20 

目
もく

  標
ひょう

 ともにいてくださるとの約束
やくそく

を

信
しん

じ、主
しゅ

を証
あか

しする者
もの

となる。 

 

 

 

 

 4 月 12 日（月） 

聖書
せいしょ

 マタイ 1・18～23 

聖句
せ い く

 見
み

よ、処女
しょじょ

が身
み

ごもっている。そし

て男
おとこ

の子
こ

を産
う

む。その名
な

はインマヌ

エルと呼
よ

ばれる。      23節
せつ

 

 

 マタイはその福音書
ふくいんしょ

を、「神様
かみさま

がともにおら

れる」で始
はじ

め、「ともにおられる」で終
おわ

ってい

ます。その中
なか

にも「ともにおられる」のメッセー

ジを入
い

れました。イエス様
さま

のお名前
な ま え

がイザヤの

預言
よ げ ん

では『インマヌエル』と記
しる

されています。

これはヘブル語
ご

で、訳
やく

すと「神
かみ

が私
わたし

たちとと

もにおられる。」という意味
い み

なのです。そもそ

もイエス様
さま

ご自身
じ し ん

が神様
かみさま

であって人
ひと

となられ

た、神
かみ

ともにいますお方
かた

。そして、その神様
かみさま

が

私
わたし

たちともともにいてくださるという感謝
かんしゃ

な

名前
な ま え

です。 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、インマヌエルというお名前
な ま え

の

救
すく

い主
ぬし

イエス様
さま

が、いつもどんな時
とき

もとも

にいてくださってうれしいです。 

 

 4 月 11 日（日） 
聖書
せいしょ

 マタイ 28・16～20 

聖句
せ い く

 見
み

よ。わたしは世
よ

の終
お

わりまで、い

つもあなたがたとともにいます。20節
せつ

 

 

 進級式
しんきゅうしき

や入学式
にゅうがくしき

から少
すこ

したちましたね。ど

んな毎日
まいにち

だったでしょう？ 復活
ふっかつ

のイエス様
さま

と

いっしょだから大丈夫
だいじょうぶ

だったでしょう？ 今日
き ょ う

も力 強
ちからづよい

いイエス様
さま

のみ言葉
こ と ば

の約束
やくそく

をにぎって、

新
あたら

しい一週間
いっしゅうかん

を始
はじ

めましょう。イエス様
さま

は、

「天
てん

においても地
ち

においても、すべての権威
け ん い

が

与
あた

えられています」お方
かた

。そう、全宇宙
ぜんうちゅう

で一番
いちばん

強
つよ

いお方
かた

なのです！ だって、死
し

の力
ちから

を打
う

ち破
やぶ

られたのですから。そのお方
かた

が世
よ

の終
お

わりまで、

一日
いちにち

一日
いちにち

、すべての日
ひ

、いっしょにいてくださ

います。 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、復活
ふっかつ

されたイエス様
さま

が毎日
まいにち

ともにいてくださり感謝
かんしゃ

です。イエス様
さま

のことを伝
つた

えていけますように。 

 

 

 

 

 4 月 13 日（火） 

聖書
せいしょ

 マタイ 18・15～20 

聖句
せ い く

 二人
ふ た り

か三人
さんにん

がわたしの名
な

において集
あつ

まっているところには、わたしもその

中
なか

にいるのです。       20節
せつ

 

 

 わたしたちがお祈
いの

りできるって、すごい事
こと

で

すね。二
ふ

人
たり

がどんな願
ねが

い事
ごと

についても地上
ちじょう

で心
こころ

を合
あ

わせてお祈
いの

りしたら、天
てん

にいますイエス様
さま

の父
ちち

なる神様
かみさま

がそれをかなえてくださるという

のです。そして、二
ふ

人
たり

でも三人
さんにん

でもイエス様
さま

の

お名前
な ま え

によって集
あつ

まっている所
ところ

には、「わたし

もその中
なか

にいるよ」とイエス様
さま

がおっしゃって

います。本気
ほ ん き

でお祈
いの

りしてみませんか。だれか

と集
あつ

まるなら、イエス様
さま

もそこにいてください

ます。きよい集
あつ

まり！ いいですね。 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、二人
ふ た り

でも三人
さんにん

でもイエス様
さま

のみ名
な

で集
あつ

まるなら、インマヌエルの主
しゅ

がその中
なか

にいてくださり、感謝
かんしゃ

です。 

 



 

 4 月 14 日（水） 

聖書
せいしょ

 マタイ 28・16～20 

聖句
せ い く

 見
み

よ。わたしは世
よ

の終
お

わりまで、い

つもあなたがたとともにいます。  

20節
せつ

 

 

 日曜日
にちようび

に読
よ

んだのと同
おな

じ聖書
せいしょ

の個所
か し ょ

で、同
おな

じ

暗唱
あんしょう

聖句
せ い く

です。覚
おぼ

えていますか？ もう見
み

ない

で言
い

えますか？ マタイはこのようにして、最
さい

後
ご

にも「わたしはともにいる」とインマヌエル

でしめくくっています。特
とく

にどんな時
とき

かと言
い

う

と、「あらゆる国
くに

の人々
ひとびと

を弟子
で し

としなさい」「バ

プテスマを授
さず

け」とあるように、インマヌエル

の主
しゅ

の福
ふく

音
いん

を宣
の

べ伝
つた

える時
とき

です。お友
とも

だちにイ

エス様
さま

のこと、教会
きょうかい

のことを話
はな

すのは勇気
ゆ う き

が

いるよね。そう、その時
とき

！ ともにいてくださ

るのです。 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、すばらしいイエス様
さま

を伝
つた

え

ようとする時
とき

、特
とく

に「わたしはともにい

る」とのお約束
やくそく

で励
はげ

まされます。 

 

 

 

 4 月 16 日（金） 

聖書
せいしょ

 マルコ 16・19～20 

聖句
せ い く

 主
しゅ

は彼
かれ

らとともに働
はたら

き、みことばを、

それに伴
ともな

うしるしをもって、確
たし

かな

ものとされた。        20節
せつ

 

 

 イエス様
さま

は、「行
い

きなさーい」と言
い

われるだ

けではないことが、ここでわかりますね。弟子
で し

たちは言
い

われたとおりに出
で

て行
い

って、いろんな

所
ところ

で、どんどん福音
ふくいん

を宣
の

べ伝
つた

えました。使徒
し と

の

働
はたら

きにも書
か

いてあるし、多
おお

くの宣教師
せんきょうし

物語
ものがたり

を

読
よ

むとわかります。その時
とき

、「主
しゅ

は彼
かれ

らととも

に働
はたら

き」と書
か

いてあるとおりに、たしかに生
い

き

ておられる復活
ふっかつ

のイエス様
さま

が、弟子
で し

たち、宣
せん

教
きょう

師
し

たちとともに働
はたら

いてくださって、多
おお

くの実
み

が結
むす

ばれてきたのです。今
いま

も主
しゅ

は働
はたら

かれます。 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、今
いま

や全世界
ぜんせかい

にいろんな形
かたち

で福音
ふくいん

が伝
つた

えられていて驚
おどろ

きです。わ

たしも、小
ちい

さくても伝
つた

えさせてくださ

い。 

 

 4 月 15 日（木） 

聖書
せいしょ

 マルコ 16・14～18 

聖句
せ い く

 全世界
ぜんせかい

に出
で

て行
い

き、すべての造
つく

られ

た者
もの

に福音
ふくいん

を宣
の

べ伝
つた

えなさい。 15節
せつ

 

 

 オー！ 復活
ふっかつ

のイエス様
さま

からの、ものすごいご

命令
めいれい

だなぁって思
おも

いませんか？ 全世界
ぜんせかい

に出
で

て

行
い

きなさい、すべての造
つく

られたものに、イエス

様
さま

の十字架
じゅうじか

と復活
ふっかつ

による救
すく

いの福音
ふくいん

を宣
の

べ伝
つた

え

なさいというものです。なぜって、世界中
せかいじゅう

の人
ひと

が

救
すく

われなければならないからです。日本人
にほんじん

だけ

でなく、全世界
ぜんせかい

のどんな国
くに

の人
ひと

もです。だから

すべての造
つく

られた人
ひと

に伝
つた

えなければなりません。

すぐ隣
とな

りの人
ひと

もそうです。お家
うち

の人
ひと

もです。将
しょう

来
らい

宣
せん

教
きょう

師
し

になっていく人
ひと

もあるかもね。 

 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、造
つく

られたすべての人
ひと

、全世界
ぜんせかい

の人
ひと

が必要
ひつよう

な福音
ふくいん

を、わたしも信
しん

じられて

感謝
かんしゃ

です。伝
つた

える人
ひと

にならせてください。 

 

 

 

 

 4 月 17 日（土） 

聖書
せいしょ

 テモテへの手紙 第二 4・1～8 

聖句
せ い く

 みことばを宣
の

べ伝
つた

えなさい。  2節
せつ

 

 

 大迫害者
だいはくがいしゃ

サウロ、そのサウロが復活
ふっかつ

のイエス

様
さま

と出会
で あ

って、とらえられて大伝道者
だいでんどうしゃ

パウロに、

見事
み ご と

、変身
へんしん

！ イエス様
さま

の愛
あい

にパンパンに満
み

たさ

れて、遠
とお

く広
ひろ

く、ヨーロッパにまで福音
ふくいん

を伝
つた

え

ました。命
いのち

がけの３回
かい

の伝道
でんどう

旅行
りょこう

でも復活
ふっかつ

のイ

エス様
さま

がいつもパウロとともにおられました。 

 地上
ちじょう

のお仕事
し ご と

がもう終
お

わりそうと、愛弟子
あ い で し

テ

モテに最後
さ い ご

のお手紙
て が み

を書
か

きました。「みことばを

宣
の

べ伝
つた

えなさい」と。みことばとともに聖霊
せいれい

が

働
はたら

いてくださいます。みことばカードを配
くば

りま

しょうか。 

 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、すべての人
ひと

が必要
ひつよう

なのは 命
いのち

のみ言葉
こ と ば

です。お祈
いの

りしてカードを人々
ひとびと

に

配
くば

ります。祝福
しゅくふく

して用
もち

いてください。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

聖
せ い

  書
し ょ

 ルカ 3・15～22 

テ
 

 ー 
 

マ
 

 イエスの受洗
じゅせん

 

暗 唱
あ ん し ょ う

聖 句
せ い く

 あなたはわたしの愛
あい

する子
こ

。わ

たしはあなたを喜
よろこ

ぶ。        

ルカ 3・22 

 

目
も く

  標
ひょう

 神
かみ

が遣
つか

わされた御
み

子
こ

イエス・キ

リストを信
しん

じて従
したが

う。 

 

 

 

 

 4 月 19 日（月） 

聖書
せ い し ょ

 ルカ 3・15～16 

聖句
せ い く

 人々
ひとびと

はキリストを待
ま

ち望
のぞ

んでいた

ので…           15節
せつ

 
 

この時
じ

代
だい

のユダヤの国
くに

は、ローマという大
おお

き

な国
くに

に支配
し は い

されていました。ユダヤ人
じん

たちは、

この苦
くる

しい支
し

配
はい

から解
かい

放
ほう

してくれる、力
ちから

のあ

る救
すく

い主
ぬし

を待
ま

ち望
のぞ

んでいました。神様
かみさま

は、聖書
せいしょ

に予言
よ げ ん

されていたとおりに、イエス様
さま

を人
ひと

々
びと

の

ために与
あた

えられました。でもそれを理解
り か い

できる

人
ひと

はそんなにたくさんはいなかったのです。 

どの時代
じ だ い

もみんな、自分
じ ぶ ん

の理想
り そ う

どおりの王様
おうさま

、

救
すく

い主
ぬし

を求
もと

めます。そして、理想
り そ う

とちがうと感
かん

じたらかんたんに捨
す

ててしまうのです。 

あなたは神様
かみさま

がなぜイエス様
さま

をあなたのた

めにくださったのか、心
こころ

から理
り

解
かい

し、うけ入
い

れ

ていますか？ 

 

祈
い の

り  天
てん

のお父
とう

様
さま

、いつまでもあなたを信
しん

じる

心
こころ

を持
も

ち続
つづ

けられますように。 

 

 4 月 18 日（日） 
聖書
せ い し ょ

 ルカ 3・22 

聖句
せ い く

 あなたはわたしの愛
あい

する子
こ

。わたし

はあなたを喜
よろこ

ぶ。      22節
せつ

 

  

神様
かみさま

の愛
あい

をひとりじめできるほどに愛
あい

され

ていたイエス様
さま

。でもね、「あなたはわたしの

愛
あい

する子
こ

」という神様
かみさま

の言葉
こ と ば

は、あなたへの

言葉
こ と ば

でもあるんだよ。 

それは、人
ひと

が神様
かみさま

からうけるはずの罰
ばつ

を、イ

エス様
さま

が代
か

わりに受
う

けてくださったから。 

愛
あい

されなくて当
あ

たり前
まえ

の人
にん

間
げん

が神
かみ

様
さま

に愛
あい

さ

れるために、イエス様
さま

が十字架
じゅうじか

の上
うえ

で神様
かみさま

に捨
す

てられたから。あなたはこれを信
しん

じますか？ 

 あなたはそれほどまでに、神様
かみさま

に愛
あい

されてい

るんだね。神様
かみさま

、ありがとう！ イエス様
さま

、あ

りがとう！ 

 

祈
い の

り  天
てん

のお父
とう

様
さま

、イエス様
さま

を十字架
じゅうじか

につけて

まで、わたしを愛
あい

してくださったことを

感謝
かんしゃ

します。 

 

 

 

 4 月 20 日（火） 

聖書
せ い し ょ

 ルカ 3・16 

聖句
せ い く

 その方
かた

は聖霊
せいれい

と火
ひ

で、あなたがたに

バプテスマを授
さず

けられます。 16節
せつ

 

 

ヨハネもこの時代
じ だ い

、神様
かみさま

のために力
ちから

強
づよ

く働
はたら

いた人
ひと

でした。たくさんの人
ひと

が、罪
つみ

を悔
く

い改
あらた

め

て、神様
かみさま

にしっかり心
こころ

を向
む

けるための洗礼
せんれい

を受
う

けたのです。けれども、ヨハネは、自分
じ ぶ ん

は本当
ほんとう

の救
すく

い主
ぬし

の前
まえ

ではどれい以下
い か

だと言
い

うのです。 

 そう、本
ほん

当
とう

の救
すく

い主
ぬし

は、神様
かみさま

に心
こころ

を向
む

けた人
ひと

には聖霊
せいれい

を満
み

たすことができるお方
かた

！ 

 聖霊
せいれい

に満
み

たされたとき、人
ひと

はイエス様
さま

の力
ちから

で

いっぱいになって、神
かみ

様
さま

のために喜
よろこ

んで働
はたら

く

人
ひと

になるのです。あなたもね！ 

 

 

 

祈
い の

り  天
てん

のお父
とう

様
さま

、わたしもイエス様
さま

の 力
ちから

で

いっぱいになって、あなたのために 喜
よろこ

んで働
はたら

けますように。                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                



 

 4 月 21 日（水） 

聖書
せ い し ょ

 ルカ 3・17 

聖句
せ い く

 麦
むぎ

を集
あつ

めて倉
くら

に納
おさ

められます。そし

て、殻
から

を消
き

えない火
ひ

で焼
や

き尽
つ

くされ

ます。                17節
せつ

 

 

神様
かみさま

はね、イエス様
さま

にしかできないことを、

教
おし

えてくれているよ。                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                

それは天国
てんごく

のこと！人
ひと

はだれもがこの人生
じんせい

を

楽
たの

しんで生
い

き、人
じん

生
せい

が終
お

わったあとも楽
らく

に天国
てんごく

に行
い

けると思
おも

いたいのです。でもね、天国
てんごく

のこ

とは聖書
せいしょ

にしか書
か

いていないこと、自分
じ ぶ ん

の力
ちから

でなくイエス様
さま

を救
すく

い主
ぬし

として信
しん

じる人
ひと

だけ

が行
い

けること、それははっきりとしたことです。 

 天国
てんごく

に行
い

きたいと思
おも

っている人
ひと

はたくさん

いても、イエス様
さま

を知
し

らない人
ひと

がほとんどで

しょうね。そんな人
ひと

を教会
きょうかい

にさそってあげら

れるあなたでいてくださいね。 

 

祈
い の

り  天
てん

のお父
とう

様
さま

、みんなが聖書
せいしょ

にある天国
てんごく

の

ことを知
し

ることができますように。 

 

 

 

 4 月 23 日（金） 

聖書
せ い し ょ

 ルカ 3・19～20 

聖句
せ い く

 すべての悪事
あ く じ

にもう一
ひと

つ悪事
あ く じ

を加
くわ

え、ヨハネを牢
ろう

に閉
と

じ込
こ

めた。 

20節
せつ

 
 

自分
じ ぶ ん

のしている悪
わる

いことを注意
ちゅうい

されたとき、

人
ひと

はどんな態度
た い ど

をとるでしょう？ 反省
はんせい

するか

な？ それとも逆
ぎゃく

ギレしちゃうかな？ 

ヘロデ王
おう

は、まるで自分
じ ぶ ん

は悪
わる

くないどころか、

悪
わる

いのはおまえのせいだと言
い

わんばかりの

態度
た い ど

をとった人
ひと

でした。 

悔
く

い改
あらた

めの人
じん

生
せい

というのは、人
ひと

のせいにし

て生
い

きることでも、自分
じ ぶ ん

の人
じん

生
せい

をざんねんがっ

て生
い

きることでもなく、生
い

き方
かた

を神
かみ

様
さま

に喜
よろこ

ば

れるように変
か

えていくこと！ 

 あなたはどうでしょうか？ 

 

祈
い の

り  天
てん

のお父
とう

様
さま

、人
ひと

から注意
ちゅうい

されるようなこ

とがあったら、すなおに自分
じ ぶ ん

のしたこと

を変
か

えていけますように。 

 

 4 月 22 日（木） 

聖書
せ い し ょ

 ルカ 3・18 

聖句
せ い く

 ヨハネは、ほかにも多
おお

くのことを勧
すす

めながら、人々
ひとびと

に福音
ふくいん

を伝
つた

えた。 

18節
せつ

 
 

 何
なに

か一
ひと

つのことを深
ふか

く知
し

れば知
し

るほど、その

ことに詳
くわ

しくなって、説明
せつめい

することができるよ

うになるでしょ？ きっとヨハネも、イエス様
さま

のことを深
ふか

く知
し

っていて、また聖書
せいしょ

に予言
よ げ ん

され

ている救
すく

い主
ぬし

だということもよくわかってい

たんだね！ 

 イエス様
さま

をだれかに教
おし

えてあげたいとき、

福音
ふくいん

のこと、よく知
し

っておきたいね！ それは、

イエス様
さま

が人
ひと

の罪
つみ

の身
み

代
がわ

りに十字架
じゅうじか

についた

こと。死
し

んで葬
ほうむ

られたこと。よみがえって天
てん

に

昇
のぼ

り、今
いま

も生
い

きておられ、聖霊
せいれい

によってわたし

たちといっしょにいてくださることだよ！ 

 

祈
い の

り  天
てん

のお父
とう

様
さま

、もっと深
ふか

くイエス様
さま

と、

聖書
せいしょ

のことを理解
り か い

させてください。 

 

 

 

 4 月 24 日（土） 

聖書
せ い し ょ

 ルカ 3・21～22 

聖句
せ い く

 イエスもバプテスマを受
う

けられた。

そして祈
いの

っておられると、天
てん

が開
ひら

け、

聖霊
せいれい

が鳩
はと

のような形
かたち

をして、イエス

の上
うえ

に降
くだ

って来
こ

られた。 21～22節
せつ

 
 

 神様
かみさま

に自分
じ ぶ ん

から近
ちか

づくことなんてできない

罪
つみ

深
ぶか

い人
にん

間
げん

のために来
こ

られ、「あなたのそばに

いるよ」とイエス様
さま

の生
い

き方
かた

は教
おし

えてくれます。

そして、そばにいてくださるどころか、その命
いのち

をあなたのために捨
す

ててくださったのです。 

 バプテスマを受
う

けること、聖霊
せいれい

を受
う

けること、

神様
かみさま

を愛
あい

すること、お祈
いの

りすること、赦
ゆる

すこと、

だれかのそばにいて助
たす

けること、人
ひと

のために生
い

きること…イエス様
さま

はあなたにもならってほ

しいと願
ねが

われているんだよ。 

 

祈
い の

り  天
てん

のお父
とう

様
さま

、イエス様
さま

がしてくれたこと

に、少
すこ

しでもならえますように。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

聖
せ い

  書
し ょ

 ルカ 4・1～13 

テ
 

 ー 
 

マ
 

 荒野
あ ら の

の誘惑
ゆうわく

 

暗 唱
あ ん し ょ う

聖 句
せ い く

 『人
ひと

はパンだけで生
い

きるのでは

ない。』と書
か

いてある。ルカ 4・4 

 

目
も く

  標
ひょう

 キリストにならい、み言葉
こ と ば

に堅
かた

く立
た

って誘
ゆう

惑
わく

を退
しりぞ

ける。 

 

 

 

 

 4 月 26 日（月） 

聖書
せ い し ょ

 ルカ 4・1～2 

聖句
せ い く

 御
み

霊
たま

によって荒野
あ ら の

に導
みちび

かれ、四
よん

十
じゅう

日
にち

間
かん

、悪
あく

魔
ま

の試
こころ

みを受
う

けられた。 

1～2節
せつ

 
 

イエス様
さま

は神
かみ

様
さま

のテストを受
う

けました。神様
かみさま

のひとり子
ご

キリストとして、悪魔
あ く ま

に勝
か

てるかが、

この時
とき

の問題
もんだい

だったんだね！  

ちょうど学校
がっこう

でテストをしているときに、

100点
てん

を取
と

らせないようにだれかに邪魔
じ ゃ ま

される

ように、神様
かみさま

の喜
よろこ

ばれることをしようとして

いる人
ひと

に悪魔
あ く ま

がやってきて邪魔
じ ゃ ま

をするときが

あります。 

でもね、そんなときは「これは誰
だれ

からのテス

ト？」と考
かんが

える必要
ひつよう

があるね。そう、悪魔
あ く ま

に

勝
か

ってこそ、神様
かみさま

に喜
よろこ

ばれるんだった！  

 

祈
い の

り  天
てん

のお父
とう

様
さま

、悪魔
あ く ま

に勝
か

つことができるイ

エス様
さま

の信仰
しんこう

をください。イエス様
さま

から

もっとたくさん学
まな

べますように。 

 

 4 月 25 日（日） 
聖書
せ い し ょ

 ルカ 4・4 

聖句
せ い く

 人
ひと

はパンだけで生
い

きるのではない。            

4節
せつ

 

  

おなかがすいたときに「食
た

べたいな」と感
かん

じ

たり、眠
ねむ

いとき「ねたいな」と思
おも

うように「～

したい」という気持
き も

ちは、人
ひと

が生
い

きていくため

に必要
ひつよう

なことだし、神様
かみさま

がみんなにくれたプレ

ゼント！ でもね、「～したい」は正
ただ

しく使
つか

わな

かったり、コントロールできないと、食
た

べすぎ

たり、寝
ね

すぎたり、遊
あそ

びすぎたりして、健康
けんこう

に

悪
わる

い影
えい

響
きょう

を与
あた

えてしまうこともあるんだ。 

イエス様
さま

はね、人
ひと

が人
ひと

らしく、しあわせに生
い

きていくために、なくてならないものは「神様
かみさま

の言葉
こ と ば

」だと教
おし

えてくれたよ！ 

  
 

祈
い の

り  天
てん

のお父
とう

様
さま

、わたしが健康
けんこう

でしあわせに

生
い

きるために、あなたの言葉
こ と ば

があること

をありがとうございます。 

 

 

 

 4 月 27 日（火） 

聖書
せ い し ょ

 ルカ 4・3～4 

聖句
せ い く

 あなたが神
かみ

の子
こ

なら、この石
いし

に、パ

ンになるように命
めい

じなさい。  3節
せつ

 

 

イエス様
さま

は、弱
よわ

った人
ひと

を強
つよ

くし、嵐
あらし

をしずめ

る力
ちから

のあるお方
かた

でした。だから、こんなことは

かんたんに出来
で き

るはず。でもね、イエス様
さま

はそ

の力
ちから

を、自分
じ ぶ ん

のためには使
つか

いませんでした。 

世界
せ か い

のさいしょにアダムとエバが、悪魔
あ く ま

の

誘惑
ゆうわく

で負
ま

けたときは、神様
かみさま

との約束
やくそく

よりも、

自分
じ ぶ ん

たちの「～したい！」が大事
だ い じ

に思
おも

えちゃっ

たんだったね。まるでわたしたちのよう！ 

 イエス様
さま

は悪魔
あ く ま

に勝
か

つことで、神様
かみさま

によって

生
い

きること、力
ちから

は自分
じ ぶ ん

のためでなく神様
かみさま

のため

に使
つか

うものであることを、教
おし

えてくれたね！ 

 

祈
い の

り  天
てん

のお父
とう

様
さま

、自分
じ ぶ ん

の思
おも

い通
どお

りにでなく、

あなたのために 力
ちから

を使
つか

うことを学
まな

べま

すように。 

 



 

 4 月 28 日（水） 

聖書
せ い し ょ

 ルカ 4・5～7 

聖句
せ い く

 もしあなたが私
わたし

の前
まえ

にひれ伏
ふ

すな

ら、すべてがあなたのものとなる。           

7節
せつ

 
 

人
ひと

の心
こころ

は、物
もの

で満
み

たされることはなく、

一度手
い ち ど て

に入
い

れると次
つぎ

のもの、また次
つぎ

と、どんど

ん欲
よく

深
ぶか

くなるものです。でも、どんなお金持
か ね も

ち

も、頭
あたま

のいい人
ひと

もそれで幸
しあわ

せ？ いえ、かえっ

て、いつも心
こころ

のどこかにポッカリと穴
あな

があい

ているって。 

なぜって、そういう「楽
たの

しみ」を悪
あく

魔
ま

はじょ

うずに使
つか

って、神様
かみさま

がくれるほんとうの幸
しあわ

せ

と引
ひ

き換
か

えにしてるからなんだ。 

神様
かみさま

しか与
あた

えられないものをたいせつにす

るとき、心
こころ

の穴
あな

は消
き

えて、心
こころ

に本物
ほんもの

の安心
あんしん

と

よろこびがくることを知
し

っていてください。 

 

祈
い の

り  天
てん

のお父
とう

様
さま

、あなたがくださる 幸
しあわ

せを

もっとたいせつにできますように。 

 

 

 

 4 月 30 日（金） 

聖書
せ い し ょ

 ルカ 4・9～11 

聖句
せ い く

 あなたが神
かみ

の子
こ

なら、ここから下
した

に

身
み

を投
な

げなさい。       9節
せつ

 

 

聖書
せいしょ

の言葉
こ と ば

をおぼえるとき、どんなふうにお

ぼえますか？ いっぱいおぼえるのもたいせつ

なこと。でも、それがどんな意味
い み

で書
か

かれたの

か知
し

らないなんてこと、あるよね！？  

 悪魔
あ く ま

のずるいところは、聖書
せいしょ

の言葉
こ と ば

であって

も、上手
じょうず

に使
つか

って人
ひと

をだまそうとすること！ 

あなたがまちがって聖書
せいしょ

のことばを使
つか

うよう

に、笑
わら

いながらそっと心
こころ

にささやくのです。 

 だからこそ、ちゃんと理解
り か い

すること、正
ただ

しく

おぼえること、聖霊
せいれい

に助
たす

けてもらうことが必要
ひつよう

なんだね！ 

 

祈
い の

り  天
てん

のお父
とう

様
さま

、勝手
か っ て

に聖書
せいしょ

を理解
り か い

するので

なく、どんな意味
い み

なのか理解
り か い

できるよう

に、助
たす

けてください。 

 

 

 4 月 29 日（木） 

聖書
せ い し ょ

 ルカ 4・8 

聖句
せ い く

 あなたの神
かみ

である主
しゅ

を礼拝
れいはい

しなさ

い。主
しゅ

にのみ仕
つか

えなさい。   8節
せつ

 
 

 お友
とも

だちがいっぱいできる人生
じんせい

、お金
かね

がたく

さん手
て

に入
はい

る人生
じんせい

、有名
ゆうめい

でなにも不自由
ふ じ ゆ う

なんて

ないように見
み

える人生
じんせい

…。もしそのようになっ

たとしても、神様
かみさま

の愛
あい

を知
し

らない人生
じんせい

、天国
てんごく

を

知
し

らない人生
じんせい

、たった 100年
ねん

の地上
ちじょう

での幸
しあわ

せ

とひきかえに、永遠
えいえん

の命
いのち

と天国
てんごく

という祝福
しゅくふく

を

失
うしな

ってしまう人生
じんせい

ならば、さびしいものだね。 

 だけど、多
おお

くの人
ひと

は、神様
かみさま

よりもお金
かね

や地位
ち い

や恋
こい

やほかのことしか見
み

ようとしません。 

 あなたはどうですか？ なにをまず一番
いちばん

にし、

たいせつにし、なにに仕
つか

える人生
じんせい

を生
い

きたいで

すか？ 

  

祈
い の

り  天
てん

のお父
とう

様
さま

、目
め

の前
まえ

の幸
しあわ

せよりも永遠
えいえん

の

ことや、あなたのことを思
おも

う人生
じんせい

を歩
あゆ

め

ますように。 

 

 

 

  5 月 1 日（土） 

聖書
せ い し ょ

 ルカ 4・12～13 

聖句
せ い く

 あなたの神
かみ

である主
しゅ

を試
こころ

みてはな

らない。          12節
せつ

 
 

 「神様
かみさま

なんだからこれくらいのこと、わたし

にはしてくれるよね！ ゆるしてくれるよ

ね！」…ついにはとうとう「こうなったのは

神様
かみさま

のせい！」なんてこと、ないかなあ？ 

 神様
かみさま

はね、地上
ちじょう

で人生
じんせい

をよりよく生
い

きられる

ように、聖書
せいしょ

の言葉
こ と ば

から知恵
ち え

を与
あた

え、人生
じんせい

の道
みち

や目的
もくてき

を示
しめ

していてくださるよ。でもね、選
えら

び

取
と

るのも、生
い

きていくのも、あなた。 

 あなたの地上
ちじょう

の生
い

き方
かた

や考
かんが

え方
かた

、神様
かみさま

は見
み

ておられるよ。イエス様
さま

が地上
ちじょう

で悪魔
あ く ま

と戦
たたか

っ

て勝
かっ

ったように、十字架
じゅうじか

という目的
もくてき

まで歩
ある

き

切
き

ったように、あなたにも人生
じんせい

を力
ちから

強
づよ

く歩
あゆ

ん

でほしいと願
ねが

われているんだよ。 

 

祈
い の

り  天
てん

のお父
とう

様
さま

、イエス様
さま

のように、力
ちから

強
づよ

く

人生
じんせい

を歩
あゆ

みきる力
ちから

をください。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

聖
せ い

  書
しょ

 ルカ 5・1～11 

テ
 

 ー 
 

マ
 

 弟子
で し

への招
まね

き 

暗唱
あんしょう

聖句
せ い く

 彼
かれ

らは舟
ふね

を陸
りく

に着
つ

けると、すべ

てを捨
す

ててイエスに従
したが

った。 

                ルカ 5・11 

目
もく

  標
ひょう

 自分
じ ぶ ん

の無力
むりょく

と罪深
つみぶか

さを覚
おぼ

え、キ

リストに従
したが

う。 

 

 

 

 

 5 月 3 日（月） 

聖書
せいしょ

 ルカ 5・1～2 

聖句
せ い く

 漁師
りょうし

たちは舟
ふね

から降
お

りて網
あみ

を洗
あら

って

いた。            2節
せつ

 

 

 「アーラ! いい所
ところ

でお会
あ

いしましたねェ」っ

て、人
ひと

との出会
で あ

いというのは決
けっ

して自分
じ ぶ ん

で計画
けいかく

したり、計算
けいさん

して与
あた

えられるものではありませ

んね。イエス様
さま

のお話
はなし

が聴
き

きたくて聴
き

きたく

て、群衆
ぐんしゅう

、そう、たくさんの人々
ひとびと

がイエス様
さま

の

ところに押
お

し寄
よ

せてきたのでした。ついにゲネ

サレの湖畔
こ は ん

まで!  ちょうどそこに二
に

そうの

小舟
こ ぶ ね

があって、漁師
りょうし

たちは、舟
ふね

からおりて網
あみ

を

洗
あら

っているところでした。イエス様
さま

との感動的
かんどうてき

な出会
で あ

いが目
め

の前
まえ

だとは全然
ぜんぜん

知
し

らないで！ 

 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、素晴
す ば

らしい出会
で あ

いはいつも普
ふ

通
つう

の毎日
まいにち

の中
なか

で与
あた

えられるのがわかり、一
いち

日
にち

一日
いちにち

がとても楽
たの

しみです。 

 

 

 5 月 2 日（日） 
聖書
せいしょ

 ルカ 5・1～11 

聖句
せ い く

 彼
かれ

らは舟
ふね

を陸
りく

に着
つ

けると、すべてを

捨
す

ててイエスに従
したが

った。   11節
せつ

 

 

 漁師
りょうし

さんたちとは、何
なに

をする人
ひと

たちでしょう? 

ハイ、お魚
さかな

を捕
と

る人
ひと

たちです。その通
とお

り!  と

ころが、このゲネサレ湖畔
こ は ん

で漁
りょう

をしていた漁師
りょうし

さんたちは夜通
よ ど お

し働
はたら

いたのに、何
なに

も、一匹
いっぴき

の魚
さかな

も捕
と

れなかったのです。お手上
て あ

げ状態
じょうたい

でした。

ところがイエス様
さま

のひとこと、「深
ふか

みに漕
こ

ぎ出
だ

し、

網
あみ

を下
お

ろして魚
さかな

を捕
と

りなさい。」の通
とお

りにした

ら…オーツ、大漁
たいりょう

! 「人間
にんげん

を捕
と

る漁師
りょうし

になるの

だ」とまたイエス様
さま

から言
い

われて、漁師
りょうし

さんた

ちはイエス様
さま

に従
したが

いました。 

 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、漁師
りょうし

たちは何
なん

と素晴
す ば

らしい

お方
かた

に出会
で あ

ったことでしょう! わたしも

彼
かれ

らのように主
しゅ

に従
したが

います。 

 

 

 

 

 5 月 4 日（火） 

聖書
せいしょ

 ルカ 5・3 

聖句
せ い く

 シモンの舟
ふね

に乗
の

り、陸
りく

から少
すこ

し漕
こ

ぎ 

出
だ

すようにお頼
たの

みになった。そして腰
こし

を下
お

ろ 

し、舟
ふね

から群衆
ぐんしゅう

を教
おし

え始
はじ

められた。  3節
せつ

 

 

 二
に

そうの小舟
こ ぶ ね

の持
も

ち主
ぬし

のひとりは、シモンで

した。イエス様
さま

は、群衆
ぐんしゅう

が押
お

し寄
よ

せて来
く

るので、

ついにその一
いっ

そうの小舟
こ ぶ ね

、シモンの小舟
こ ぶ ね

に乗
の

り

込
こ

まれたのです。シモンは押
お

し寄
よ

せる群衆
ぐんしゅう

にま

ず驚
おどろ

き、次
つぎ

にイエス様
さま

がシモンの舟
ふね

に乗
の

り込
こ

ん

でこられたのにも目
め

を丸
まる

くしたでしょう。おま

けに岸
きし

から少
すこ

しこぎ出
だ

してほしいと頼
たの

まれて、

またビックリだったでしょう。その中
なか

からイエ

ス様
さま

はどんなにか大声
おおごえ

でお話
はな

されたことでしょ

うか。一体
いったい

何
なに

を話
はな

されたのでしょうね!? 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、シモンにとっては、思
おも

いも

かけない、突然
とつぜん

のイエス様
さま

との出会
で あ

いで

した。イエス様
さま

との出会
で あ

いを感謝
かんしゃ

します。 

 



 

 5 月 5 日（水） 

聖書
せいしょ

 ルカ 5・4～5 

聖句
せ い く

 でも、おことばですので、網
あみ

を下
お

ろ

してみましょう。       5節
せつ

 

 

 いよいよイエス様
さま

のお話
はなし

も終
お

わりとなりま

した。するとイエス様
さま

はシモンに向
む

かって、「深
ふか

みに漕
こ

ぎ出
だ

し、網
あみ

を下
お

ろして魚
さかな

を捕
と

りなさい」

と言
い

われます。シモンの頭
あたま

の中
なか

は、「???」。イ

エス様
さま

は時々
ときどき

、小
ちい

さなわたしたちの脳
のう

みそや

ハートではわからないと思
おも

われることを言
い

わ

れます。シモンはどう答
こた

えたでしょう?  「先生
せんせい

、

漁師
りょうし

のわたしたちが夜通
よ ど お

し働
はたら

いたのに一匹
いっぴき

も

捕
と

れなかったのですよ…でもあなたのお言葉
こ と ば

ですから網
あみ

をおろしてみます」と。 

 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、あなたやイエス様
さま

が言
い

われる

ことがわからない時
とき

も、あなたのお言葉
こ と ば

を

大切
たいせつ

に思
おも

い従
したが

ってみます。 

 

 

 

 

 5 月 7 日（金） 

聖書
せいしょ

 ルカ 5・8～9 

聖句
せ い く

 主
しゅ

よ、私
わたし

から離
はな

れてください。私
わたし

は

罪深
つみぶか

い人間
にんげん

ですから。     8節
せつ

 

 

 「ＨＥＬＰ
へ る ぷ

!(助
たす

けて!)」と、シモンは、魚
さかな

が

あまりに多
おお

くて、一
いっ

そうの小舟
こ ぶ ね

だけではとても

岸
きし

まで運
はこ

べないのでもう一
いっ

そうの舟
ふね

に来
く

るよ

う頼
たの

みました。そうして二
に

そうの舟
ふね

にいっぱい

に引
ひ

き上
あ

げて入
い

れると舟
ふね

が沈
しず

みそうになった

のです! そんな超大漁
ちょうたいりょう

でした! それをみたシ

モンの心
こころ

の中
なか

に、自分
じ ぶ ん

がイエス様
さま

の前
まえ

にどん

なにか力
ちから

のない弱
よわ

い汚
けが

れた罪人
つみびと

なのかハッキ

リと示
しめ

されたのです。イエス様
さま

のひざもとにひ

れ伏
ふ

して告白
こくはく

しました。この心
こころ

が、実
じつ

は一番
いちばん

神様
かみさま

に喜
よろこ

ばれる心
こころ

なのですね。 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、あなたのお言葉
こ と ば

の力
ちから

の前
まえ

に、

わたしも自分
じ ぶ ん

の罪深
つみぶか

さを悟
さと

ってひれ伏
ふ

し、

ますます従
したが

わせてください。 

 

 

 5 月 6 日（木） 

聖書
せいしょ

 ルカ 5・6～7 

聖句
せ い く

 そして、そのとおりにすると、おび

ただしい数
かず

の魚
さかな

が入
はい

り、網
あみ

が破
やぶ

れそ

うになった。         6節
せつ

 

 

 「スゴーイ!!」イエス様
さま

が言
い

われたとおりに

したのです。するとどうでしょう! 「おびただ

しい数
かず

の魚
さかな

」が網
あみ

の中
なか

にとびこんできたではあ

りませんか! 〈君
きみ

たち、今
いま

までドコにいた

の!?〉って言
い

いたいくらい。網
あみ

が破
やぶ

れそうにな

りましたが、破
やぶ

れなかったのです。きっとシモ

ンや他
ほか

の漁師
りょうし

さんたちのハートも驚
おどろ

きと感激
かんげき

で破
やぶ

れそうになったかも! そうなのです。イエ

ス様
さま

のお言
こと

葉
ば

をそのまま、まともに受
う

け取
と

って、

信
しん

じて従
したが

うとこんな奇跡
き せ き

が起
お

こるのです。 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、「そのとおりにする」とのみ

言葉
こ と ば

をモットーに、いつでもどこでもどん

なことでも従
したが

います。 

 

 

 

 

 5 月 8 日（土） 

聖書
せいしょ

 ルカ 5・10～11 

聖句
せ い く

 恐
おそ

れることはない。今
いま

から後
のち

、あな 

たは人間
にんげん

を捕
と

るようになるのです。10節
せつ

 

 

 もちろん、そう思
おも

ったのはシモンだけではあ

りませんでした。ゼベダイの二人
ふ た り

の子
こ

ら、ヤコ

ブとヨハネも同
おな

じでした。すると、イエス様
さま

は

シモンに言
い

われたのです、「恐
おそ

れることはない。

今
いま

から後
のち

、あなたは人間
にんげん

を捕
と

るようになるので

す。」と。『人間
にんげん

を捕
と

る漁師
りょうし

』とは、罪深
つみぶか

く、滅
ほろ

び

ゆくこの世
よ

の海
うみ

の中
なか

から人々
ひとびと

を救
すく

い出
だ

して、天
てん

の御国
み く に

の民
たみ

とする、この地上
ちじょう

で最高
さいこう

最大
さいだい

の漁師
りょうし

です。シモンはもちろんのことヤコブもヨハネ

もすべてを捨
す

てて主
しゅ

に従
したが

いました。 

 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、わたしも、「救
すく

うためにおい

でくださったイエス様
さま

」に 従
したが

って人々
ひとびと

の

救
すく

いのためのお手伝
て つ だ

いをさせてください。 

 



 

母
はは

の日
ひ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

聖
せ い

  書
し ょ

 ルカ 2・41～52 

テ
 

 ー 
 

マ
 

 両親
りょうしん

に仕
つか

えるイエス 

暗 唱
あ ん し ょ う

聖 句
せ い く

 それからイエスは一緒
いっしょ

に下
くだ

って

行
い

き、ナザレに帰
かえ

って両親
りょうしん

に仕
つか

えられた。     ルカ 2・51  

目
も く

  標
ひょう

 両親
りょうしん

を大切
たいせつ

にし、助
たす

ける者
もの

とな

る。 

 

 

  

 

 5 月 10 日（月） 

聖書
せいしょ

 ルカ 2・42～45 

聖句
せ い く

 少年
しょうねん

イエスはエルサレムにとどまっ

ておられた。両親
りょうしん

はそれに気
き

づかず

に、             43節
せつ

 

 

 イエス様
さま

が 12歳
さい

の時
とき

のこと。イエス様
さま

は両親
りょうしん

と

いっしょに過
すぎ

越
こし

の祭
まつ

りにでかけられました。祭
まつ

り

がおわって、ぜんいんでゾロゾロ帰
かえ

るはずが、イ

エス様
さま

はエルサレムに残
のこ

られたのです。「あれ、  

イエスがいない！」と両親
りょうしん

が気
き

づいたのは一日
いちにち

歩
ある

いたあと。それはもう青
あお

くなってさがして、つい

にエルサレムに引
ひ

き返
かえ

したのです。 

 イエス様
さま

はちゃんとわけがあって残
のこ

られたんで

すが、こうやって両親
りょうしん

に心配
しんぱい

される経験
けいけん

があった

んですね！ 心配
しんぱい

してくれる親
おや

がいるって、神様
かみさま

の

恵
めぐ

みです。しあわせなことですよ。 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、わたしのことを心配
しんぱい

してくれ 

   るお父
とう

さん、お母
かあ

さんはあなたからの恵
めぐ

み 

です。感謝
かんしゃ

します。 

 

  5 月 9 日（日） 
聖書
せいしょ

 ルカ 2・41 

聖句
せ い く

 さて、イエスの両親
りょうしん

は、過
すぎ

越
こし

の祭
まつ

り

に毎年
まいとし

エルサレムに行
い

っていた。 

         41節
せつ

 

 

 今日
き ょ う

は、母
はは

の日
ひ

です。あなたを愛
あい

して育
そだ

てて

くださるお母
かあ

さんに感謝
かんしゃ

しましょう。今日
き ょ う

はと

くべつに、お手伝
て つ だ

いする！ という人
ひと

もいるか

な？ きっとよろこばれるでしょうね。いつもお

母
かあ

さんを大切
たいせつ

にして、お手伝
て つ だ

いができたらすて

きなことですね。…お父
とう

さんにもね！ 

 イエス様
さま

にも、地上
ちじょう

でのお父
とう

さん、お母
かあ

さん

がおられました。そう、ヨセフとマリヤです。

今週
こんしゅう

は、子
こ

どものころのイエス様
さま

と両親
りょうしん

のお

話
はなし

。子
こ

どもでも、イエス様
さま

はやっぱりイエス様
さま

。

わたしたちに、たくさんのことを教
おし

えてくださ

います。 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、子
こ

どものイエス様
さま

のすがたか

ら、みこころを教
おし

えてください。 

 

 

 

 5 月 11 日（火） 

聖書
せいしょ

 ルカ 2・46～47 

聖句
せ い く

 聞
き

いていた人
ひと

たちはみな、イエスの

知恵
ち え

と答
こた

えに驚
おどろ

いていた。  47節
せつ

 

 

 両親
りょうしん

は、三日
み っ か

たって、やっとイエス様
さま

を見
み

つ

けました！ イエス様
さま

がいたのは、なんと宮
みや

の中
なか

。

イエス様
さま

はしんけんに聖書
せいしょ

の教師
きょうし

たちの話
はなし

を

きいたり、しつもんしたりされていました。イ

エス様
さま

のあまりのかしこさに、教師
きょうし

も人々
ひとびと

も

びっくり！  

 12歳
さい

のイエス様
さま

にとって、いちばん関心
かんしん

が

あって、大切
たいせつ

にされていたのは、神様
かみさま

のみこと

ばでした。神様
かみさま

のみことばのすばらしさは、み

ことばをいちばん大切
たいせつ

にしていくと、子
こ

どもの

ときからハッキリ体験
たいけん

できます！ 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、あなたのみことばのすばらし

さを、もっと体験
たいけん

できるようにしてくださ

い。 

 



 

 5 月 12 日（水） 

聖書
せいしょ

 ルカ 2・48 

聖句
せ い く

 見
み

なさい。お父
とう

さんも私も、心配
しんぱい

し

てあなたを捜
さが

していたのです。 

48節
せつ

 

 

 「どうしてこんなことをしたの？」とイエス

様
さま

のお母
かあ

さん。でも、むりもありません。イエ

ス様
さま

が見
み

つかってホッとしたけれど、どんなに

心配
しんぱい

したことか…。胸
むね

がはりさけそうになりな

がら、必死
ひ っ し

で息子
む す こ

であるイエス様
さま

をさがしたの

です。 

 神
かみ

の子
こ

イエス様
さま

が、地上
ちじょう

での両親
りょうしん

から、あた

たかい愛
あい

をうけておられたことがわかります。

両親
りょうしん

からたくさんの愛
あい

をうけて育
そだ

てられる

経験
けいけん

をされたんですね。ほんとうにすてきです。

お母
かあ

さんはね、あなたが大好
だ い す

きで、心配
しんぱい

で、…

ちょっと言
い

いすぎちゃうものなんです。 

   

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、わたしを愛
あい

して育
そだ

ててくれる 

   両親
りょうしん

を心
こころ

から感謝
かんしゃ

します。 

 

 

 

 5 月 14 日（金） 

聖書
せいしょ

 ルカ 2・51 

聖句
せ い く

 それからイエスは一緒
いっしょ

に下
くだ

って行
い

き、

ナザレに帰
かえ

って両親
りょうしん

に仕
つか

えられた。 

                  51節
せつ

 

 

 両親
りょうしん

は、イエス様
さま

が言
い

われたことがわかり

ませんでした。しかし、イエス様
さま

はもんくを言
い

いませんでした。両親
りょうしん

といっしょに家
いえ

に帰
かえ

っ

て、彼
かれ

らに仕
つか

えられました。お父
とう

さん、お母
かあ

さ

んに従
したが

って、大切
たいせつ

にされたのです。 

 イエス様
さま

は神
かみ

の子
こ

なのに、人間
にんげん

の両親
りょうしん

に仕
つか

えられたのですから、わたしたちはなおさら、

両親
りょうしん

に仕
つか

えなければいけませんね。ぎゃくに、

両親
りょうしん

にわがまま言
い

って仕
つか

えさせていないです

か？ ちょっと反省
はんせい

…という子
こ

もいるかな？ 

少年
しょうねん

イエス様
さま

は、わたしたちの最高
さいこう

のお手本
て ほ ん

ですね。 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、イエス様
さま

のように、両親
りょうしん

に仕
つか

 

 える人
ひと

にならせてください。 

 

 5 月 13 日（木） 

聖書
せいしょ

 ルカ 2・49～50 

聖句
せ い く

 わたしが自分
じ ぶ ん

の父
ちち

の家
いえ

にいるのは

当然
とうぜん

であることを、ご存
ぞん

じなかったの

ですか。           49節
せつ

 

 

 イエス様
さま

はここで、神様
かみさま

を「自分
じ ぶ ん

の父
ちち

」と言
い

わ

れました。そのような言葉
こ と ば

は、だれも言
い

ったこ

とがない言葉
こ と ば

でした。少年
しょうねん

イエス様
さま

は、ご自分
じ ぶ ん

が神
かみ

の子
こ

で、使命
し め い

があることをわかっておられ

たのです。神
かみ

の宮
みや

にいることは、イエス様
さま

にとっ

ては自然
し ぜ ん

なことでした。両親
りょうしん

は、イエス様
さま

が生
う

まれるとき「神
かみ

の子
こ

」だと聞
き

いたはずだけど、

頭
あたま

の中
なか

でつながらなかったみたい。 

 子
こ

どものときに、しょうらいの神様
かみさま

からの

使命
し め い

をかんがえるって、すごく大切
たいせつ

。もちろん、

子
こ

どものときにも神様
かみさま

からあたえられている

使命
し め い

があります！ 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、あなたがわたしにあたえてお

られる使命
し め い

を、教
おし

えてください。 

 

 

 

 5 月 15 日（土） 

聖書
せいしょ

 出
しゅつ

エジプト 20・12 

聖句
せ い く

 あなたの父
ちち

と母
はは

を敬
うやま

え。あなたの神
かみ

、

主
しゅ

が与
あた

えようとしているその土地
と ち

で、

あなたの日々
ひ び

が長
なが

く続
つづ

くようにする

ためである。         12節
せつ

 

 

 今日
き ょ う

のみことばは、神様
かみさま

からの大切
たいせつ

な十
じゅう

の教
おし

えのひとつ。少年
しょうねん

イエス様
さま

は、このみことばに

従
したが

って、両親
りょうしん

を大切
たいせつ

にし、仕
つか

えられたのです。 

神様
かみさま

は、お父
とう

さん、お母
かあ

さんを大切
たいせつ

にする人
ひと

を

よろこばれます。長
なが

く、ずっと祝福
しゅくふく

されます。

ぎゃくに、両親
りょうしん

にさからって祝福
しゅくふく

がなくなっ

てしまう人
ひと

は多
おお

いのです。あなたがイエス様
さま

の

ように両親
りょうしん

を大切
たいせつ

にして、祝福
しゅくふく

の人生
じんせい

をあゆ

んでほしい…。それが、神様
かみさま

の願
ねが

いなのです。 

 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、わたしの両親
りょうしん

を大切
たいせつ

にしてい

きます。神様
かみさま

の祝福
しゅくふく

をうける人生
じんせい

にさせて

ください。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

聖
せ い

  書
し ょ

 詩篇
し へ ん

23・1～6 

テ
 

 ー 
 

マ
 

 主
しゅ

はわたしの牧者
ぼくしゃ

 

暗 唱
あ ん し ょ う

聖 句
せ い く

  主
しゅ

は私
わたし

の羊飼
ひつじか

い。／私
わたし

は乏
とぼ

しい

ことがありません。          

詩篇
し へ ん

23・1 

 

目
も く

  標
ひょう

 主
しゅ

を羊飼
ひつじか

いとして生
い

きる生涯
しょうがい

の

幸
さいわ

いを知
し

る。 

 

 

 

 

  5 月 17 日（月） 

聖書
せ い し ょ

 詩篇
し へ ん

23・2 

聖句
せ い く

 主
しゅ

は私
わたし

を緑
みどり

の牧場
ま き ば

に伏
ふ

させ／いこ

いのみぎわに伴
ともな

われます。  2節
せつ

 

 

羊
ひつじ

飼
か

いは、いつも羊
ひつじ

の安全
あんぜん

と安心
あんしん

のために

いっしょうけんめいはたらきます。 

羊
ひつじ

も、羊
ひつじ

飼
か

いが守
まも

ってくれて、虫
むし

やオオカ

ミがいない場所
ば し ょ

だとわかると草
くさ

むらでごろご

ろできるし、羊
ひつじ

飼
か

いがキレイなお水
みず

があると

ころにつれて行
い

ってくれるから元気
げ ん き

なんだね。 

神様
かみさま

が「こっちだよ」「こうしなさい」と聖書
せいしょ

の中
なか

からおしえるとき、それは、罪
つみ

の草
くさ

むらに

ねそべったり、悪
あく

の水
みず

をのんでしまわないよう

に、守
まも

ってくれてるってことだよ！ 

 

 

祈
い の

り  天
てん

のお父
とう

様
さま

、わたしを守
まも

るためにくださ 

るお言葉
こ と ば

をありがとうございます。その 

言葉
こ と ば

の方向
ほうこう

にすすめますように。 

 

 

  5 月 16 日（日） 
聖書
せ い し ょ

 詩篇
し へ ん

23・1 

聖句
せ い く

 主
しゅ

は私
わたし

の羊飼
ひつじか

い。／私
わたし

は乏
とぼ

しいこ

とがありません。       1節
せつ

 

  

 みんな知
し

ってるモコモコの羊
ひつじ

さん。げんきで

生
い

きていくには飼
か

い主
ぬし

さんのおせわがとてもた

いせつなんだよ。 

だって、毒草
どくそう

やきれいなお水
みず

を見分
み わ

けられな

くて死
し

ぬこともあるし、草
くさ

をさがしてまいごに

なるし、ひっくりかえったらもうおきあがれな

いし、こわがりで弱
よわ

くてオオカミやクマに食
た

べ

られることも！！でもね、羊
ひつじ

さんのいいところ

は飼
か

い主
ぬし

がだれかをちゃ～んと知
し

ってるとこ！ 

じつは人間
にんげん

も、神様
かみさま

のおせわがなければ死
し

の

道
みち

に向
む

かってしまう羊
ひつじ

とおんなじ！あなたは

神様
かみさま

が飼
か

い主
ぬし

だって、ちゃんと知
し

ってますか？ 

 

祈
い の

り  天
てん

のお父
とう

様
さま

、あなたの守
まも

りとおせわがな

いと生
い

きられない、 羊
ひつじ

と同
おな

じわたしで

す。今週
こんしゅう

もどうか助
たす

けてください。 

 

 

 

  5 月 18 日（火） 

聖書
せ い し ょ

 詩篇
し へ ん

23・3 

聖句
せ い く

 主
しゅ

は私
わたし

のたましいを生
い

き返
かえ

らせ／

御
み

名
な

のゆえに 私
わたし

を義
ぎ

の道
みち

に導
みちび

か

れます。           3節
せつ

 
 

 羊
ひつじ

飼
か

いは、自分
じ ぶ ん

の羊
ひつじ

たちをとっても大事
だ い じ

にし

ます。たとえ一
いっ

匹
びき

だって失
うしな

いたくありません。

ときには、まいごになったり、穴
あな

におちる羊
ひつじ

も

いますが、そんなときは自分
じ ぶ ん

もきけんだとわかっ

ていてもいっしょうけんめい探
さが

すのです！ 

神様
かみさま

は、ときどき罪
つみ

の穴
あな

におちてどうしようも

ないわたしたちのことも放
ほう

っておかれません。な

んとかして救
すく

いだし、神様
かみさま

のよろこぶ人生
じんせい

を生
い

き

てほしいと、イエス様
さま

を身代
み が

わりにしてまで 魂
たましい

を生
い

き返
かえ

らせるお方
かた

です。 

 

祈
い の

り  天
てん

のお父
とう

様
さま

、なにがあってもわたしのこ

とを救
すく

いたいとねがっていてくださる

こと、そして身代
み が

わりのイエス様
さま

を感謝
かんしゃ

します。 



 

  5 月 19 日（水） 

聖書
せ い し ょ

 詩篇
し へ ん

23・4 

聖句
せ い く

 たとえ 死
し

の陰
かげ

の谷
たに

を歩
あゆ

むとして

も／私
わたし

はわざわいを恐
おそ

れませ 

ん。／あなたが ともにおられます 

から。            4節
せつ

 

 

自分
じ ぶ ん

のいのち、たのしくてかんたんにゴール

までいけたらいいなあって思
おも

うよね？ だけど、

生
い

きてるんだもの、そんな楽
らく

にはいかないね。

ときには、つらくかなしいこと、くるしいこと

もあるでしょう。でもわすれないで！ 

あなたの飼
か

い主
ぬし

、神様
かみさま

はどんなときも、あな

たを見
み

はなさず、見
み

すてないこと！ 神様
かみさま

がい

つもいっしょにいてくれるからぜったいだい

じょうぶ！ たとえ死
し

がおそってきてもだよ！ 

 

祈
い の

り  天
てん

のお父
とう

様
さま

、自分
じ ぶ ん

で死
し

に勝
か

つことはでき

ませんが、あなたはそんなときにもいっ

しょにいてくださるのですね。感謝
かんしゃ

しま

す！ 

 

 

 

  5 月 21 日（金） 

聖書
せ い し ょ

 詩篇
し へ ん

23・5 

聖句
せ い く

  私
わたし

の敵
てき

をよそに あなたは私
わたし

の前
まえ

に食卓
しょくたく

を整
ととの

え／頭
あたま

に香
こう

油
ゆ

を注
そそ

い

でくださいます。／私
わたし

の 杯
さかずき

は あ

ふれています。        5節
せつ

 
 

自分
じ ぶ ん

をおそってくる敵
てき

が目
め

の前
まえ

にいたら「ごは

んどころじゃないよ！」って思う？ でも、神様
かみさま

の

守
まも

りと強
うよ

さはカンペキ！ だからこそ、「だいじょ

うぶ！ 安心
あんしん

しなさい、あなたを祝福
しゅくふく

するよ！ わ

たしが力
ちから

づけてあげよう！」と、敵
てき

がいるときに

もあなたのおせわをできるのです。 

敵
てき

がいなくなるわけではないけれど、神様
かみさま

にた

よりきっている人
ひと

は強
つよ

くいられるんだ！ 

神様
かみさま

の祝福
しゅくふく

があふれるあなたでいてね！ 

 

祈
い の

り  天
てん

のお父
とう

様
さま

、たとえ敵
てき

が目
め

の前
まえ

にいても、 

あなたによって強
つよ

くいられますように。 

あなたの祝福
しゅくふく

がわたしにもあふれま 

すように！ 

 

  5 月 20 日（木） 

聖書
せ い し ょ

 詩篇
し へ ん

23・4 

聖句
せ い く

 あなたのむちとあなたの杖
つえ

／それ

が私
わたし

の慰
なぐさ

めです。      4節
せつ

 

 

 羊
ひつじ

飼
か

いは、いつも杖
つえ

とむちを持
も

って、羊
ひつじ

と

いっしょに歩
ある

くんだって！ 羊
ひつじ

をいじめるの？

いいえ！ 野原
の は ら

にはヘビなど、あぶない生
い

き物
もの

が

でるでしょう？ 羊
ひつじ

飼
か

いは、自分
じ ぶ ん

を守
まも

れない羊
ひつじ

のかわりに、むちや杖
つえ

でたたかってくれるん

だ！ あと、道
みち

がくらくて不安
ふ あ ん

なとき、杖
つえ

でさわ

られると安心
あんしん

するんだって！ 

神様
かみさま

は、罪
つみ

や悪
あく

魔
ま

に、自分
じ ぶ ん

の力
ちから

で勝
か

てない

わたしたちのことをよく知
し

っておられるね。だ

からこそ、神様
かみさま

の力
ちから

やたすけをもらって生
い

き

ているんだよ！ 

 

祈
い の

り  天
てん

のお父
とう

様
さま

、わたしが罪
つみ

や悪
あく

魔
ま

から守
まも

ら

れているのは、あなたの杖
つえ

とむちがある

からですね。あなたにもっとたよりま

す！ 

 

 

 

  5 月 22 日（土） 

聖書
せ い し ょ

 詩篇
し へ ん

23・6 

聖句
せ い く

 私
わたし

はいつまでも 主
しゅ

の家
いえ

に住
す

まい

ます。           6節
せつ

 
 

 罪
つみ

においかけられている人
ひと

の人生
じんせい

のゴール

は、とても悲
かな

しいものです。その人
ひと

たちは、自分
じ ぶ ん

がどこに行
い

くのかもわからないで生
い

きている

のです。でも、神様
かみさま

を信
しん

じているあなたは、はっ

きりとした答
こた

えがあるよね？ あなたのゴール

は？  

 そう、天
てん

国
ごく

！ たとえ、生
い

きているときに成功
せいこう

したように見
み

えなくても、どんなときも神様
かみさま

の

恵
めぐ

みにおいかけられているなら、天
てん

国
ごく

という、

すばらしいゴールにたどりつくんだよ！ これ

からも神様
かみさま

といっしょに生
い

きていこうね！ 

 

祈
い の

り  天
てん

のお父
とう

様
さま

、わたしにも、天
てん

国
ごく

という

はっきりしたゴールを見
み

せてくださり

ありがとうございます。これからもあな

たといっしょに生
い

きていきます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

聖
せ い

  書
し ょ

 ガラテヤ 5・16～26 

テ
 

 ー 
 

マ
 

 御霊
み た ま

の実
ミ

 

暗 唱
あ ん し ょ う

聖 句
せ い く

 御
み

霊
たま

の実
み

は、愛
あい

、喜
よろこ

び、平
へい

安
あん

、

寛
かん

容
よう

、親
しん

切
せつ

、善
ぜん

意
い

、誠
せい

実
じつ

、柔
にゅう

和
わ

、

自制
じ せ い

です。 

ガラテヤ 5・22・23 

目
も く

  標
ひょう

 御霊
み た ま

の実
み

を豊
ゆた

かに結
むす

ぶ者
もの

となる。 

 

 

 

 

 

  5 月 24 日（月） 

聖書
せ い し ょ

 ガラテヤ 5・16 

聖句
せ い く

 御霊
み た ま

によって歩
あゆ

みなさい。そうすれ

ば、肉
にく

の欲
よく

望
ぼう

を満
み

たすことは決
けっ

して

ありません。        16節
せつ

 

 

わたしたちのまわりにはたくさんのルール

があるよね。学校
がっこう

のルール、スポーツのルール、

自転車
じてんしゃ

や自動車
じどうしゃ

を運転
うんてん

するルール…。どれもわ

たしたちを安全
あんぜん

に守
まも

ってくれるものです。 

そして、聖書
せいしょ

には、イエス様
さま

を信
しん

じて神
かみ

様
さま

の

子
こ

どもになったあなたへのルールがあるね。 

そう。御霊
み た ま

によって歩
ある

くこと！ これが、あ

なたを罪
つみ

から守
まも

り、悪魔
あ く ま

に勝
か

ち、神
かみ

様
さま

によろこ

ばれるためにひつようなことなんだよ。 

 

祈
い の

り  天
てん

のお父
とう

様
さま

、罪
つみ

や悪魔
あ く ま

からわたしたちを

守
まも

るために、「御霊
み た ま

によって歩
ある

く」とい

う御霊
み た ま

のルールをくださりありがとう

ございます。 

 

 

  5 月 23 日（日） 
聖書
せ い し ょ

 ガラテヤ 5・22～23 

聖句
せ い く

 御
み

霊
たま

の実
み

は、愛
あい

、喜
よろこ

び、平
へい

安
あん

、寛
かん

容
よう

、

親
しん

切
せつ

、善
ぜん

意
い

、誠
せい

実
じつ

、柔
にゅう

和
わ

、自制
じ せ い

です。

このようなものに反対
はんたい

する律法
りっぽう

はあ

りません。       22～23節
せつ

 

  

 今日
き ょ う

は、心
こころ

の中
なか

をてんけんする日
ひ

になった

かな？ どうだろう？ 心
こころ

にいつもイエス様
さま

が

いる？ 家族
か ぞ く

や友
とも

達
だち

といっしょにいると似
に

てく

るみたいに、イエス様
さま

に似
に

てきたかな？ 

 聖霊
せいれい

のパワーをいっぱいもらって、神様
かみさま

もみ

んなも自分
じ ぶ ん

もなっとくする良
よ

い実
み

を実
み

らせた

いね。そのためには、イエス様
さま

からずっとはな

れないことがたいせつだよ。 

 

 

祈
い の

り  天
てん

のお父
とう

様
さま

、イエス様
さま

からはなれること

がないようにお守
まも

りください。あなたに

も人
ひと

にもよろこばれる御霊
み た ま

の実
み

を実
みの

ら

せることができますように。 

 

 

 

  5 月 25 日（火） 

聖書
せ い し ょ

 ガラテヤ 5・16 

聖句
せ い く

 御霊
み た ま

によって歩
あゆ

みなさい。   16節
せつ

 

 

 聖書
せいしょ

は、あなたに御霊
み た ま

を持
も

っていなさい、で

はなくて、御霊
み た ま

によって歩
ある

きなさいって言
い

って

いるね。どういうことかわかるかな？ 

たいせつなプレゼントも、もったいなくてし

まっているだけじゃなんの意味
い み

もないよね。そ

れを使
つか

うとき、はじめてプレゼントのすばらし

さがわかるんだ。 

神様
かみさま

がくれる御霊
み た ま

はね、使
つか

えば使
つか

うほどあな

たを変
か

え、まわりの人
ひと

を変
か

える力
ちから

があるんだ。

罪
つみ

に勝
か

ち、神
かみ

様
さま

によろこばれる人
ひと

になることが

できるんだよ。御霊
み た ま

によって歩
ある

こう！ 

 

 

祈
い の

り  天
てん

のお父
とう

様
さま

、持
も

っているだけの御霊
み た ま

では

いけないことに気
き

づかせてくださり、あ

りがとうございます。 

 



 

  5 月 26 日（水） 

聖書
せ い し ょ

 ガラテヤ 5・17～18 

聖句
せ い く

 肉
にく

が望
のぞ

むことは御
み

霊
たま

に逆
さか

らい、御霊
み た ま

 

が望
のぞ

むことは肉
にく

に逆
さか

らうからです。    

17節
せつ

 

 

神様
かみさま

を信
しん

じている人
ひと

の心
こころ

の中
なか

にも、神
かみ

様
さま

に

喜
よろこ

ばれたい思
おも

いと、悪
わる

いことだとわかってい

るのに自分
じ ぶ ん

勝手
か っ て

にしたい思
おも

いとがあります。こ

んなとき、あなたならどっちをとる？ 

神
かみ

様
さま

はね、一人
ひ と り

では罪
つみ

に勝
か

てないあなたが罪
つみ

をおかさなくてもいいように御霊
み た ま

をくれたよ。  

あなたにひつようなのは「罪
つみ

と戦
たたか

うぞ」と

いう気
き

もちを持
も

っていることと、「御霊
み た ま

が罪
つみ

に

勝
か

つための武器
ぶ き

だ」って知
し

っていることだね。

御霊
み た ま

にたよろうね！ 

まだいい子
こ

でなかったわたしたちを丸
まる

ごと

受
う

け入
い

れて、御霊
み た ま

によって成長
せいちょう

させてくださ

る神様
かみさま

に感謝
かんしゃ

しようね！ 

祈
い の

り  天
てん

のお父
とう

様
さま

、御霊
み た ま

によって罪
つみ

に勝
か

たせて

ください。 

 

 

 

  5 月 28 日（金） 

聖書
せ い し ょ

 ガラテヤ 5・19～21 

聖句
せ い く

 このようなことをしている者
もの

たち

は神
かみ

の国
くに

を相続
そうぞく

できません。 21節
せつ

 

 

神
かみ

様
さま

を知
し

ってイエス様
さま

に 新
あたら

しい命
いのち

をも

らったあなたは、もうちゃんと御霊
み た ま

をいただい

ているけれど、もしそうでなかったらどんな

自分
じ ぶ ん

になっていただろう？ 

世界
せ か い

には、神様
かみさま

はいないと言
い

ったり、別
べつ

の

神様
かみさま

を拝
おが

んだり、自分
じ ぶ ん

が神
かみ

様
さま

であるかのような

生
い

き方
かた

をしている人
ひと

もいっぱい。聖書
せいしょ

はそれを

「肉
にく

の人
ひと

」と言
い

い、そんな人生
じんせい

のままでは「神様
かみさま

の国
くに

に入
はい

ることがない」と宣言
せんげん

しています。 

信
しん

じただけで御霊
み た ま

をもらって神様
かみさま

の国
くに

に向
む

かえることは、なんて大
おお

きな恵
めぐ

みだろうね！ 

 

祈
い の

り  天
てん

のお父
とう

様
さま

、世界中
せかいじゅう

の、あなたのことを

知
し

らない肉
にく

の人
ひと

が、御霊
み た ま

の人
ひと

に変
か

えられ

ていきますように。 

 

 

  5 月 27 日（木） 

聖書
せ い し ょ

 ガラテヤ 5・18 

聖句
せ い く

 御霊
み た ま

によって導
みちび

かれているなら、

あなたがたは律法
りっぽう

の下
もと

にはいません。 

18節
せつ

 

 御霊
み た ま

の人
ひと

ってどんな人
ひと

だろうね？ 

いつも自分
じ ぶ ん

でがんばってルールを守
まも

る人
ひと

？

なんとか自分
じ ぶ ん

で努力
どりょく

して自分
じ ぶ ん

を良
よ

くしようと

している人
ひと

？ いえいえ。ちがうみたいだよ。 

ルールばかり気
き

にしている人
ひと

の心
こころ

には喜
よろこ

びがなくて、自分
じ ぶ ん

にだけじゃなくて、お友
とも

だち

にもきびしくなっちゃうね。    

ルールにおさえつけられた人
ひと

は、その心
こころ

ま

で変
か

えられないけれど、御霊
み た ま

の人
ひと

の心
こころ

には、

いつもイエス様
さま

がいて、心
こころ

から喜
よろこ

んでイエス

様
さま

といっしょに生
い

きてゆけるんだ。やった～！ 

 

祈
い の

り  天
てん

のお父
とう

様
さま

、わたしも自分
じ ぶ ん

でがんばって

実
み

を結
むす

ぶ人
ひと

ではなくて、心
こころ

から喜
よろこ

んで

イエス様
さま

といっしょに生
い

きていく御霊
み た ま

の人
ひと

にしてください。 

 

 

 

  5 月 29 日（土） 

聖書
せ い し ょ

 ガラテヤ 5・24 

聖句
せ い く

 キリスト･イエスにつく者
もの

は、自分
じ ぶ ん

の肉
にく

を、情
じょう

欲
よく

や欲望
よくぼう

とともに十字架
じゅうじか

につけたのです。      24節
せつ

 
 

 イエス様
さま

の十字架
じゅうじか

を心
こころ

にうけ入
い

れたときの

こと、おぼえてるかな？ そのとき、自分
じ ぶ ん

の「し

てきた罪
つみ

」がゆるされただけと思
おも

う？ 

本当
ほんとう

はね、それだけじゃなくて、あなたが「生
う

まれたときから持
も

っている罪
つみ

の心
こころ

」もいっ

しょに処分
しょぶん

しました！って言
い

ってるんだ。 

もし、悪魔
あ く ま

が「それ、やっちゃいなよ」って

あなたの心
こころ

にささやくときには言
い

ってくださ

い。「わたしは罪
つみ

をおかさない人
ひと

につくりかえ

られました！」ってね！ 

 

祈
い の

り  天
てん

のお父
とう

様
さま

、イエス様
さま

の十字架
じゅうじか

の 力
ちから

を

信
しん

じます！ 御霊
み た ま

の助
たす

けで、悪魔
あ く ま

の誘惑
ゆうわく

にも勝
か

たせてください！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

聖
せ い

  書
しょ

 詩篇
し へ ん

119・105～112 

テ
 

 ー 
 

マ
 

 み言葉
こ と ば

は光
ひかり

 

暗 唱
あ ん し ょ う

聖 句
せ い く

 あなたのみことばは 私の足
あし

の

ともしび／私の道
みち

の光
ひかり

です。 

          詩篇
し へ ん

119・105 

目
も く

  標
ひょう

 み言葉
こ と ば

の光
ひかり

に導
みちび

かれて歩
あゆ

む。 

 

 

 

 

 

 5 月 31 日（月） 

聖書
せいしょ

 詩篇
し へ ん

119・106 

聖句
せ い く

 私は誓
ちか

い また それを果
は

たします。

／あなたの義
ぎ

の定
さだ

めを守
まも

ることを。 

       106節
せつ

 

 

 真剣
しんけん

に！ 神様
かみさま

のみ言葉
こ と ば

をまもって行
おこな

っている

ことがわかる個所
か し ょ

です。神様
かみさま

は、み言葉
こ と ば

を聞
き

く人
ひと

を

よろこばれます。聞
き

いたことをまもり行
おこな

う人
ひと

のこ

とを、さらによろこばれます！ 

 わたしたちは、聞
き

きっぱなしが多
おお

いのです。せっ

かく教会
きょうかい

でみ言葉
こ と ば

を聞
き

いて、聖書
せいしょ

日課
に っ か

でみ言葉
こ と ば

を

聞
き

いているのに、生活
せいかつ

のなかでぜんぜん行
おこな

わない

…。それじゃ、懐中
かいちゅう

電灯
でんとう

をもっているのにスイッ

チをいれないようなもの、真
ま

っ暗
くら

のまま。み言葉
こ と ば

は

真剣
しんけん

にまもって行
おこな

ってこそ、ほんとうにてらして

くれる光
ひかり

だとわかるのです。 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、あなたのみ言葉
こ と ば

を、聞
き

くだけ

でなく、真剣
しんけん

にまもり行
おこな

う人
ひと

にならせてく

ださい。 

 

 5 月 30 日（日） 
聖書
せいしょ

 詩篇
し へ ん

119・105 

聖句
せ い く

 あなたのみことばは 私の足
あし

のとも

しび／私の道
みち

の光
ひかり

です。   105節
せつ

 

 

 あなたは、真
ま

っ暗
くら

でな～んにも見
み

えないとこ

ろを、歩
ある

いたことがありますか？ 電灯
でんとう

もなにも

ないところ。見
み

えないっていうのはこわいです。

どこを歩
ある

いたらいいのか、わからない。へんな

ところに落
お

っこちたり、ぶつかってケガをする

かもしれないので、歩
ある

けなくなるんです。まず

は懐中
かいちゅう

電灯
でんとう

とか、光
ひかり

で足
あし

もとをてらさないと。

歩
ある

く道
みち

が見
み

えることがいちばん大切
たいせつ

です。 

 わたしたちが歩
ある

いていく人生
じんせい

の足
あし

もと、道
みち

を

てらしてくれる光
ひかり

があります。それは、神様
かみさま

の

み言葉
こ と ば

。人生
じんせい

の道
みち

をてらして、正
ただ

しい道
みち

と危険
き け ん

な

道
みち

を教
おし

えてくれる光
ひかり

が、み言葉
こ と ば

なんです。 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、わたしの人生
じんせい

の道
みち

をてらす、

み言葉
こ と ば

があたえられていることを感謝
かんしゃ

し

ます。 

 

 

 

  6 月 1 日（火） 

聖書
せいしょ

 詩篇
し へ ん

119・107 

聖句
せ い く

 私はひどく苦
くる

しんでいます。／主
しゅ

よ

みことばのとおりに私を生
い

かしてく

ださい。          107節
せつ

 

 

 この詩篇
し へ ん

の作者
さくしゃ

が、苦
くる

しくてなやんでいるこ

とがわかります。神様
かみさま

のみ言葉
こ と ば

をまもって行
おこな

っ

ていても、つらいことはおこります。でも、こ

の作者
さくしゃ

は、「神様
かみさま

のみ言葉
こ と ば

はぜったい正
ただ

しいから、

そのとおりになるはずです！ み言葉
こ と ば

のとおり

にわたしを助
たす

けてください！」と祈
いの

っているん

です。 

つらいことがあったときも、み言葉
こ と ば

を信
しん

じつ

づけるか、じつは神様
かみさま

は見
み

ておられます。信
しん

じ

つづける人
ひと

を神様
かみさま

はよろこばれ、必
かなら

ずこたえて

くださいます。つらいままではおわらない！ 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、つらいときでも、あなたのみ

言葉
こ と ば

を信
しん

じつづけられますように。こたえ

てくださる神様
かみさま

を体験
たいけん

したいです！ 



 

  6 月 2 日（水） 

聖書
せいしょ

 詩篇
し へ ん

119・108 

聖句
せ い く

 どうか 私の口
くち

から出
で

る進
すす

んで献
ささ

げ

るものを／受
う

け入
い

れてください。主
しゅ

よ。／あなたのさばきを私に教
おし

えて

ください。         108節
せつ

 

 

 「口
くち

から出
で

る進
すす

んで献
ささ

げるもの」とは賛美
さ ん び

で

す。苦
くる

しいことがつづくと、もんくを言
い

いたく

なりますが…、この作者
さくしゃ

は神様
かみさま

を賛美
さ ん び

していま

す！ きっと神様
かみさま

は助
たす

けてくださる、だいじょ

うぶだ、って感謝
かんしゃ

の賛美
さ ん び

をしているのです。 

 さらには、もっと神様
かみさま

の正
ただ

しいみ言葉
こ と ば

を教
おし

え

てください、と祈
いの

っています。つらいときこそ、

み言葉
こ と ば

を知
し

りたい！ というのです。つらいこ

とがあるのはいやだけど、いつもよりずっと、

み言葉
こ と ば

が教
おし

えられるときでもあるのです。 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、つらいときも、あなたを賛美
さ ん び

できますように。そして、み言葉
こ と ば

をもっと

知
し

るチャンスにさせてください。 

 

 

 

  6 月 4 日（金） 

聖書
せいしょ

 詩篇
し へ ん

119・111 

聖句
せ い く

 私はあなたのさとしを永遠
えいえん

に受
う

け継
つ

ぎました。／これこそ 私の心
こころ

の喜
よろこ

びです。           111節
せつ

 

 

 「あなたのさとし」を「神様
かみさま

のみ言葉
こ と ば

のやく

そく」と読
よ

んでみることにします。この作者
さくしゃ

は

つらい道
みち

をとおっていますが、「わたしは、永遠
えいえん

にかわらない、神様
かみさま

のみ言葉
こ と ば

のやくそくを受
う

け

とったんだ！」と心
こころ

からよろこんでいます。 

 神様
かみさま

は、イエス様
さま

をとおして、わたしたちに

永遠
えいえん

の命
いのち

をやくそくされました。これは、永遠
えいえん

にかわらない、神様
かみさま

のみ言葉
こ と ば

のやくそくです。

今
いま

、つらいことがあっても、わたしたちをまっ

ているのは永遠
えいえん

につづくしあわせなのです。 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、わたしがつらいことばかりに

目
め

をとめないで、永遠
えいえん

の命
いのち

としあわせが

与
あた

えられていることを、よろこんでいけま

すように。 

 

  6 月 3 日（木） 

聖書
せいしょ

 詩篇
し へ ん

119・109～110 

聖句
せ い く

 悪者
わるもの

どもは私に対
たい

して罠
わな

を設
もう

けまし

た。／それでも私は あなたの戒
いまし

め

から迷
まよ

い出
で

ません。     110節
せつ

 

 

 「私は いつもいのちがけです」、「悪者
わるもの

ども

は私に対
たい

して罠
わな

を設
もう

けました」とは、神様
かみさま

のみ

言葉
こ と ば

からはなれていく危険
き け ん

のことを言
い

っている

のです。…み言葉
こ と ば

を行
おこな

って何
なん

になるんだろ？ 

自分
じ ぶ ん

の思
おも

いどおりにするのが、いちばんしあわ

せじゃないの？ と、悪魔
あ く ま

はゆうわくして、迷
まよ

わ

せます。このゆうわくに負
ま

けてしまう人
ひと

はおお

いのです！ 

 悪魔
あ く ま

に迷
まよ

わされないように。 み言葉
こ と ば

からはな

れるのは、道
みち

をてらす光
ひかり

をすてること。危険
き け ん

な

道
みち

がわからなくなってしまいます！ 

  

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、み言葉
こ と ば

からはなそうとする、

悪魔
あ く ま

のゆうわくに迷
まよ

わされないよう、わた

しをまもってください。 

 

 

 

  6 月 5 日（土） 

聖書
せいしょ

 詩篇
し へ ん

119・105～112 

聖句
せ い く

 私は あなたのおきてを行
おこな

うこと

に心
こころ

を傾
かたむ

けます。／いつまでも 終
お

わりまでも。        112節
せつ

 

 

神様
かみさま

のみ言葉
こ と ば

を、人生
じんせい

の最後
さ い ご

の最後
さ い ご

まで、ま

もりつづけていきます、という心
こころ

からの信仰
しんこう

の

言葉
こ と ば

です。み言葉
こ と ば

が必要
ひつよう

なくなることは一生
いっしょう

あ

りません。わたしたちは、天国
てんごく

にいくその時
とき

ま

で、み言葉
こ と ば

の光
ひかり

で道
みち

をてらしていただくのです。 

自分
じ ぶ ん

の考
かんが

えだけで生
い

きていったら、「こんな

はずじゃなかった…」と、きっと言
い

うでしょう。

み言葉
こ と ば

に心
こころ

を傾
かたむ

けて聞
き

き従
したが

うなら、あなたは

ぜったい「み言葉
こ と ば

に従
したが

ってよかった！」と言
い

い

ます。それはもう、感動
かんどう

のれんぞくの人生
じんせい

！ 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、わたしが人生
じんせい

の最後
さ い ご

まで、み

言葉
こ と ば

に従
したが

えますように。み言葉
こ と ば

のすばらし

さをたくさん知
し

る人生
じんせい

にしてください。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

聖
せ い

  書
し ょ

 箴言
しんげん

1・7～19 

テ
 

 ー 
 

マ
 

 主
しゅ

を恐
おそ

れることは知識
ち し き

のはじめ 

暗 唱
あ ん し ょ う

聖 句
せ い く

 主
しゅ

を恐
おそ

れることは知識
ち し き

の初
はじ

め。 

       箴言
しんげん

1・7 

目
も く

  標
ひょう

 主
しゅ

を正
ただ

しくおそれることを土台
ど だ い

として人生
じんせい

を築
きず

く。 

 

 

 
 

 

  6 月 7 日（月） 

聖書
せ い し ょ

 箴言
しんげん

1・8～9 

聖句
せ い く

 わが子
こ

よ、父
ちち

の訓戒
くんかい

に聞
き

き従
したが

え。母
はは

の教
おし

えを捨
す

ててはならない。  8節
せつ

 

 

「学
まな

び」のスタートはあなたが生
う

まれた場所
ば し ょ

から始
はじ

まるように、神
かみ

様
さま

はお決
き

めになりました。  

人生
じんせい

のさいしょは、お話
はなし

もできないし、お

世話
せ わ

されないと生
い

きてこれなかったんだもの。

そして、自
じ

分
ぶん

の生
う

まれた家
いえ

で、生
い

きていくこと、

家
いえ

の決
き

まりごと、話
はな

し方
かた

などをまず学
まな

ぶんだね。

そして、神様
かみさま

はそれをお父
とう

さんお母
かあ

さんに任
まか

せ

たんだね。すごい責任
せきにん

！ 

おうちでの学
まな

びよりたいせつなのは、まず

神様
かみさま

がいちばんで、それから両親
りょうしん

ってこと。 

神様
かみさま

がどう願
ねが

われているか知
し

りながら、おう

ちでよい「学
まな

び」をして知識
ち し き

を身
み

につけよう！ 

 

祈
いの

り  天
てん

のお父
とう

様
さま

、家
いえ

と両親
りょうしん

を学
まな

ぶ場所
ば し ょ

にな

さったことをたいせつにします。 

 

 

  6 月 6 日（日） 
聖書
せ い し ょ

 箴言
しんげん

1・7 

聖句
せ い く

 主
しゅ

を恐
おそ

れることは知識
ち し き

の初
はじ

め。 

                  7節
せつ

 
  

学校
がっこう

では、あなたが将来
しょうらい

なりたいものにな

れるようにと、たくさんのことを教
おし

えます。で

も、日本
に ほ ん

の学校
がっこう

では、この宇宙
うちゅう

や地球
ちきゅう

、生
い

き物
もの

や植
しょく

物
ぶつ

も、全部
ぜ ん ぶ

「ぐうぜんに生
う

まれた」とし

か教
おし

えてくれません。じゃあ、わたしも…？ 

そんな世界
せ か い

に生
う

まれたわたし、生
い

きている

意味
い み

はあるのかな。だったら、勉強
べんきょう

もしない

で、好
す

き勝手
か っ て

にして生
い

きていけばいいじゃん。 

 きっとそうなるでしょう。でも、わたしを造
つく

り、知
し

り、いつも見
み

ておられ、正
ただ

しく生
い

きるこ

とを願
ねが

われる神
かみ

様
さま

がいるなら、あなたが見
み

てい

ることも、学
まな

ぶことも、すごく意味
い み

のあるたい

せつなものになるよね。それが知識
ち し き

のはじめ！ 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、あなたが意味
い み

のある人生
じんせい

を 

歩
あゆ

ませてくださるただ一人
ひ と り

のお方
かた

です。 

 

 

 

  6 月 8 日（火ひ ） 

聖書
せ い し ょ

 箴言
しんげん

1・10 

聖句
せ い く

 罪人
つみびと

たちがあなたを惑
まど

わしても、そ

れに応じてはならない。   10節
せつ

 

 

 あなたに、何
なに

がよくて何
なに

が悪
わる

いことかを教
おし

え

てくれる人
ひと

がいるのも、まだ子
こ

どものうちだけ。 

 いつかは家
いえ

をはなれ、大人
お と な

の見
み

ていないとこ

ろへ出
で

ていき、自分
じ ぶ ん

の考
かんが

えでどう生
い

きるかを

決
き

めていく日
ひ

がきます。 

 そんなとき、悪魔
あ く ま

は心
こころ

にそっとささやき始
はじ

め、「だれも見
み

ていないじゃないか。あなたが

得
とく

をすれば何
なに

をやってもいいよ」と誘
さそ

うし、そ

れに負
ま

ける人
ひと

がとても多
おお

いのです。 

だから、神様
かみさま

を知
し

っているあなたは、その罪
つみ

の問題
もんだい

に向
む

かってはっきり「ダメ」「したがわ

ない！」と立
た

ち向
む

かう勇
ゆう

気
き

を持
も

とう！ 

 

祈
いの

り  天
てん

のお父
とう

様
さま

、罪
つみ

をおかすかもしれない

出来事
で き ご と

から、お守
まも

りください。ことわる

勇気
ゆ う き

を持
も

てますように。 



 

  6 月 9 日（水） 

聖書
せ い し ょ

 箴言
しんげん

1・11～14 

聖句
せ い く

 われわれはくじで分
わ

け合
あ

い、皆
みな

で一
ひと

つの金
かね

入
い

れを持
も

とう。    14節
せつ

 

 

悲
かな

しいことに、だれかの心
こころ

や体
からだ

を傷
きず

つける

人
ひと

、だれかのお金
かね

をうばいながら生活
せいかつ

している

人
ひと

、しかも、それを悪
わる

いことと感
かん

じずに生
い

きて

いる人
ひと

というのは、今
いま

でもたくさんいます。 

罪
つみ

の世界
せ か い

に一歩
い っ ぽ

入
はい

ると、知
し

らないうちに少
すこ

し

ずつ、少
すこ

しずつ、心
こころ

がマヒして、大
おお

きな罪
つみ

を

おかすようになることを知
し

ってください。 

その罪
つみ

の入
い

り口
ぐち

は、あなたのすぐそばにあっ

て、だれもが入
はい

ってしまうかもしれない。 

でも、神
かみ

様
さま

が知
し

らない罪
つみ

、放
ほお

っておかれる罪
つみ

はどこにもありません。神様
かみさま

の目
め

を気
き

にしよう。 

 

祈
いの

り  天
てん

のお父
とう

様
さま

、あなたはすべて知
し

っておら

れます。罪
つみ

の入
い

り口
ぐち

に入
はい

らないよう、お

まもりください。 

 

 

 

 

  6 月 11 日（金） 

聖書
せ い し ょ

 箴言
しんげん

1・16～18 

聖句
せ い く

 彼
かれ

らが待
ま

ち伏
ぶ

せしているのは自分
じ ぶ ん

の血
ち

を流
なが

すため、隠
かく

れ狙
ねら

っているの

は自
みずか

らのたましい。     18節
せつ

 

 

なにか始
はじ

める前
まえ

に、それをやった後
あと

どうなる

かを考
かんが

えて行
こう

動
どう

していますか？ 

悪
わる

いことをする人
ひと

は、自分
じ ぶ ん

がやった悪
わる

いこと

がいつか自分
じ ぶ ん

に返
かえ

ってくることや、悪
わる

い行
おこな

い

はだれかにかならず見
み

られている、ということ

を知
し

らない、と聖書
せいしょ

は教
おし

えてくれます。 

だから、よく考
かんが

えてみてください。あなた

がしようとしていることは、だれかを傷
きず

つける

ことか喜
よろこ

ばせることか？ 神様
かみさま

が喜
よろこ

ばれるこ

とか悲
かな

しまれることか？ よく考
かんが

え行
こう

動
どう

する

ことが、あなたを守
まも

ることにつながるんだよ。 

 

祈
いの

り  天
てん

のお父
とう

様
さま

、なにか行動
こうどう

をする前
まえ

に、よ

く考
かんが

えられる心
こころ

をください。あなたを

喜
よろこ

ばせる生
い

き方
かた

をできますように。 

 

  6 月 10 日（木） 

聖書
せ い し ょ

 箴言
しんげん

1・15 

聖句
せ い く

 彼
かれ

らと一緒
いっしょ

に道
みち

を歩
ある

いてはならな

い。彼
かれ

らの通
とお

り道
みち

に、足
あし

を踏
ふ

み入
い

れ

てはならない。       15節
せつ

 

 

学校
がっこう

にいれば、いろんなお友
とも

だちができるよ

ね。そして、いろんなおさそいがあると思
おも

う。 

友
とも

だちが集
あつ

まって、人数
にんずう

が増
ふ

えると、ちょっ

としたいたずらや、一人
ひ と り

じゃ勇気
ゆ う き

がでないけど、

みんなでやればおもしろそうな「悪
わる

いこと」を

考
かんが

え始
はじ

めることがあるんだよね。 

悪
わる

いことにしたがわないこともたいせつだ

けど、本当
ほんとう

の友
とも

達
だち

なら「ストップ！だめ」と教
おし

えてあげてください。そして、どんな友
とも

だちを

作
つく

るべきか、真剣
しんけん

に考
かんが

えてみてください。 

 それはとてもたいせつなことです。 

 

祈
いの

り  天
てん

のお父
とう

様
さま

、どんな友
とも

だちをもつか、

本当
ほんとう

の友
とも

だちが何
なに

か、立
た

ち止
ど

まって 考
かんが

えられますように。 

 

 

 

  6 月 12 日（土） 

聖書
せ い し ょ

 箴言
しんげん

1・19 

聖句
せ い く

 不正
ふ せ い

な利得
り と く

を貪
むさぼ

る者
もの

の道
みち

はみな、

このようなもの。それを得る者たち

はたましいを取
と

り去
さ

られる。 19節
せつ

 

 

 強
ごう

盗
とう

がお金
かね

や宝
ほう

石
せき

をねらって盗
ぬす

んだあと、

警察
けいさつ

に追
お

いかけられ、銃
じゅう

で撃
う

たれ…という

ニュースをよく見
み

ます。お金
かね

がほしい、楽
らく

して

生
い

きたいと思
おも

っていたはずなのに、やってはい

けないことをやってしまったために、最悪
さいあく

の

結果
け っ か

になることがあるんだ。 

 聖書
せいしょ

は、あなたに最悪
さいあく

の人生
じんせい

でなく、すばら

しい人生
じんせい

を送
おく

ってほしいと、たくさんのアドバ

イスをくれます。もし、どうしよう…と悩
なや

むと

きは、聖書
せいしょ

から、人生
じんせい

の助
たす

けになる言葉
こ と ば

をも

らって、歩
あゆ

んでください。 

 

祈
いの

り  天
てん

のお父
とう

様
さま

、最悪
さいあく

でなく、すばらしい

人生
じんせい

のために、聖書
せいしょ

からたくさんアドバ

イスをください。 



 

花
はな

の日
ひ

・子
こ

どもの日
ひ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

聖
せ い

  書
しょ

 Ⅱコリント 2・12～17 

テ
 

 ー 
 

マ
 

 キリストの香
かお

り 

暗唱
あんしょう

聖句
せ い く

 私たちを通
とお

してキリストを知
し

る

知識
ち し き

の香
かお

りを、いたるところで

放
はな

ってくださいます。 

        Ⅱコリント 2・14  

目
もく

  標
ひょう

 キリストを知
し

る知識
ち し き

の香
かお

りを

放
はな

って生
い

きる。 

 

 

 

 6 月 14 日（月） 

聖書
せいしょ

 Ⅱコリント 2・12～13 

聖句
せ い く

 私は、兄弟
きょうだい

テトスに会
あ

えなかったの

で、心
こころ

に安
やす

らぎがありませんでした。 

        13節
せつ

 

 

 イエス様
さま

のことを人々
ひとびと

に伝
つた

えることが、いち

ばんしあわせだったパウロ。でも、なんだか

元気
げ ん き

がありません。コリントの教会
きょうかい

で働
はたら

いて

いたテトスから教会
きょうかい

の様子
よ う す

を聞
き

きたかったの

に、会
あ

えなかったのです。パウロは不安
ふ あ ん

でいっ

ぱいのまま、マケドニヤに出
で

かけて行
い

きました。 

パウロは自分
じ ぶ ん

のことを考
かんが

えて不安
ふ あ ん

だったの

ではありません。コリント教会
きょうかい

の人々
ひとびと

を心配
しんぱい

し

て、いつもお祈
いの

りしていたからなのです。自分
じ ぶ ん

より、愛
あい

する人々
ひとびと

を思
おも

って祈
いの

るパウロ。すばら

しいキリストの香
かお

りを放
はな

つ人
ひと

のすがたです。 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、わたしが自分
じ ぶ ん

のことだけで 

なく、わたしの周
まわ

りにいる人々
ひとびと

のために 

祈
いの

る人
ひと

にならせてください。 

 

 6 月 13 日（日） 
聖書
せいしょ

 Ⅱコリント 2・14 

聖句
せ い く

 私たちを通
とお

してキリストを知
し

る知識
ち し き

の香
かお

りを、いたるところで放
はな

ってくだ

さいます。          14節
せつ

 

 

 今日
き ょ う

は花
はな

の日
ひ

です！ お花
はな

はキレイなだけで

なく、よい香
かお

りがしますよね。「おや、くんくん

…」と、つい近
ちか

づいてしまうし、何
なん

だかしあわ

せな気持
き も

ちになります。 

今週
こんしゅう

のキーワードは、「キリストを知
し

る知識
ち し き

の香
かお

り」。イエス様
さま

を知
し

ることは、すばらしい香
かお

りなんだよ、と香
かお

りにたとえているんですね。

イエス様
さま

って、知
し

れば知
し

るほどすばらしいお方
かた

。

もっと近
ちか

づきたくなるし、本当
ほんとう

のしあわせをく

ださるんですよ。もっと知
し

りたいですね、イエ

ス様
さま

のこと！ 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、イエス様
さま

のことをもっと知
し

り

たいです。もっとイエス様
さま

に近
ちか

づくことが

できますように。 

 

 

 

 6 月 15 日（火） 

聖書
せいしょ

 Ⅱコリント 2・12～14 

聖句
せ い く

 しかし、神
かみ

に感謝
かんしゃ

します。神
かみ

はいつ

でも、私たちをキリストによる凱旋
がいせん

の

行列
ぎょうれつ

に加
くわ

え、        14節
せつ

 

 

 パウロはつづけて言
い

います、「不安
ふ あ ん

でいっぱい

だったけど感謝
かんしゃ

します」って。「キリストによる

凱旋
がいせん

の行列
ぎょうれつ

に加
くわ

え」というのは、どんなとき

だって、神様
かみさま

は優勝
ゆうしょう

パレードをするみたいに

勝利
しょうり

させてくれる！ ということ。つらい時
とき

も

不安
ふ あ ん

な時
とき

も、神様
かみさま

は勝利
しょうり

させてくれるんです。 

神様
かみさま

はつらいことも感謝
かんしゃ

にかえてくださる、

すごいお方
かた

ですよ。あなたが「もうダメだ～」

と思
おも

うことがあっても、神
かみ

様
さま

にとってはダメ

じゃない。必
かなら

ずよろこびや感謝
かんしゃ

をくださいます。

いつも勝利
しょうり

の人生
じんせい

です！ 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、わたしがつらいときにも、あ

なたが、かならず勝利
しょうり

をあたえてくださる

ことを信
しん

じます。 



 

 6 月 16 日（水） 

聖書
せいしょ

 Ⅱコリント 2・12～14 

聖句
せ い く

 私たちを通してキリストを知
し

る知識
ち し き

の香
かお

りを、いたるところで放
はな

ってく

ださいます。        14節
せつ

 

 

わたしたちに勝利
しょうり

をくださる神様
かみさま

。それだけ

でなく、わたしたちをとおして、「キリストを知
し

る知識
ち し き

の香
かお

り」を放
はな

ってくださる、とパウロは

言
い

います。イエス様
さま

って、どんなお方
かた

か？ ど

んなことをして下
くだ

さるお方
かた

か？ あなたをとお

して、人々
ひとびと

に伝
つた

わっていくんですって。それは

まるで、香
かお

りのようにひろがっていくんですっ

て！ 

イエス様
さま

のすばらしさを伝
つた

える、すてきな香
かお

りとなって、用
もち

いられたいですね。こんなすて

きな香
かお

りはどこにもない！ 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、わたしが「キリストを知
し

る

知識
ち し き

の香
かお

り」となって、イエス様
さま

のすばら

しさを伝
つた

えられますように。 

 

 

 

 6 月 18 日（金） 

聖書
せいしょ

 Ⅱコリント 2・15～16 

聖句
せ い く

 このような務
つと

めにふさわしい人
ひと

は、

いったいだれでしょうか。  16節
せつ

 

 

 パウロは、イエス様
さま

をお伝
つた

えする時
とき

はいつも

真剣
しんけん

そのものでした。だって、信
しん

じる人
ひと

には

永遠
えいえん

の命
いのち

があたえられて天国
てんごく

に行
い

けるけど、

もし信
しん

じなかったら、永遠
えいえん

の滅
ほろ

びにむかって

行
い

ってしまうのですから！ イエス様
さま

を伝
つた

える、

ということは責任
せきにん

重大
じゅうだい

なのです。パウロは、

「わたしには、こんな大切
たいせつ

な働
はたら

きはふさわし

くない…」と思
おも

うほど、重
おも

い責任
せきにん

を感
かん

じていた

のです。 

パウロの真剣
しんけん

なすがたに、ならいたいですね。

イエス様
さま

のことを伝
つた

えるときは、いつだって

真剣
しんけん

にお祈
いの

りして、本気
ほ ん き

で伝
つた

えないと。 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、わたしもパウロのように、

真剣
しんけん

にイエス様
さま

のことをお伝
つた

えしていき

ます。 

 

 6 月 17 日（木） 

聖書
せいしょ

 Ⅱコリント 2・15～16 

聖句
せ い く

 私たちは、救
すく

われる人々
ひとびと

の中
なか

でも、滅
ほろ

びる人々
ひとびと

の中
なか

でも、神
かみ

に献
ささ

げられた

芳
かぐわ

しいキリストの香
かお

りなのです。            

15節
せつ

 

 

 わたしたちがイエス様
さま

のことを伝
つた

えて、信
しん

じ

てくれる人
ひと

がいるとうれしいですよね！ でも、

なかなか信
しん

じてくれない人
ひと

もいます。そういう

時
とき

は、なんだか悲
かな

しくなってしまいます。 

でも、落
お

ちこまないで。あなたがイエス様
さま

を

伝
つた

える時
とき

、神様
かみさま

がどんなによろこんでおられる

か、思
おも

い出
だ

してください。人
ひと

に反対
はんたい

されても、

神
かみ

様
さま

にとっては、あなたはすばらしいキリスト

の香
かお

り。人
ひと

がどう思
おも

うかではなく、神様
かみさま

がどう

思
おも

うかを考
かんが

えると、元気
げ ん き

がわいてくるんです！ 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、神様
かみさま

が喜
よろこ

ばれることだけ

を考
かんが

えていきます。キリストの香
かお

りと

して、あきらめずに伝
つた

えたいです。 

 

 

 

 6 月 19 日（土） 

聖書
せいしょ

 Ⅱコリント 2・17 

聖句
せ い く

 神
かみ

から遣
つか

わされた者
もの

として、神
かみ

の御
み

前
まえ

でキリストにあって語
かた

るのです。 

             17節
せつ

 

 

 永遠
えいえん

の命
いのち

か、永遠
えいえん

の滅
ほろ

びかが決
き

まってしまう

重大
じゅうだい

な働
はたら

きだからこそ！ パウロは誠実
せいじつ

にイ

エス様
さま

をお伝
つた

えしました。人
ひと

の考
かんが

えや人
ひと

のつご

うのよいことは語
かた

らず、みことばをまっすぐに

語
かた

りました。 

これからも、毎日
まいにち

少
すこ

しずつみことばを読
よ

んで、

みことばを覚
おぼ

えてください。みことばから、神様
かみさま

のみこころを教
おし

えていただいてください。そう

すれば、あなたもみことばをまっすぐに伝
つた

えら

れるようになります。キリストの香
かお

りとなって、

パウロのあとにつづこう！ 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、キリストの香
かお

りとして、わた

しが、あなたのみことばをまっすぐに語
かた

る

ことができますように。 



 

父
ちち

の日
ひ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

聖
せ い

  書
しょ

 マタイ 7・7～12 

テ
 

 ー 
 

マ
 

 天
てん

の父
ちち

への祈
いの

り 

暗唱
あんしょう

聖句
せ い く

 天
てん

におられるあなたがたの父
ちち

は、

ご自分
じ ぶ ん

に求
もと

める者
もの

たちに、良
よ

いも

のを与
あた

えてくださらないことが

あるでしょうか。 マタイ 7・11 

          

目
もく

  標
ひょう

 神
かみ

は、祈
いの

りに答
こた

えて良
よ

いものを

くださる天
てん

の父
ちち

であることを知
し

る。 

 

 

 

 

 6 月 21 日（月） 

聖書
せいしょ

 マタイ 7･7～8 

聖句
せ い く

 だれでも、求
もと

める者
もの

は受
う

け、探
さが

す者
もの

は

見出
み い だ

し、たたく者
もの

には開
ひら

かれます。 

            8節
せつ

 

 

 さすが、天
てん

の父
ちち

なる神様
かみさま

はすごいと思
おも

いませ

んか？「求
もと

めなさい。そうすれば与
あた

えられま

す。」と、大胆
だいたん

にも言
い

ってくださっています。

肉親
にくしん

のお父
とう

さんだと、そんなにガンガン求
もと

めら

れても、「ダメだよ、無理
む り

だよ、与
あた

えられない

よ」って、タジタジとなってしまうところで

しょう。でも天
てん

の父
ちち

なる神様
かみさま

はちがいますね。

『求
もと

めなさい！ 与
あた

えられますよ』と言
い

ってく

ださいます。この「父
ちち

の日
ひ

」から、よーし、いっ

ぱい求
もと

めていこうと決心
けっしん

しませんか？ 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、あなたの大胆
だいたん

なお招
まね

きを感謝
かんしゃ

 

します。すべて求
もと

める者
もの

は得
え

るとあるのを 

信
しん

じてお祈
いの

りしていきます。 

 

 

 6 月 20 日（日） 
聖書
せいしょ

 マタイ 7･7～12 

聖句
せ い く

 天
てん

におられるあなたがたの父
ちち

は、ご

自分
じ ぶ ん

に求
もと

める者
もの

たちに、良
よ

いものを与
あた

えてくださらないことがあるでしょ

うか。            11節
せつ

 

 

 今日
き ょ う

は「父
ちち

の日
ひ

」の礼拝
れいはい

です。「お父
とう

さん、あ

りがとう！」そして「天
てん

の父
ちち

なる神様
かみさま

、ありが

とう！」と、心
こころ

からの感謝
かんしゃ

をあらわしましょう。 

 今年
こ と し

の父
ちち

の日
ひ

メッセージは、『もっともっと天
てん

の父
ちち

に祈
いの

ろう!!』ということです。人間
にんげん

の父
ちち

だっ

て、パンを求
もと

める子
こ

に石
いし

を与
あた

えたり、魚
うお

を求
もと

め

る子
こ

にへびを与
あた

えたりしません。良
よ

い贈
おく

り物
もの

し

かしないでしょう。天
てん

の父
ちち

なる神様
かみさま

は、もちろ

ん、一番
いちばん

良
よ

いものを下
くだ

さるのです。助
たす

け主
ぬし

なる

聖霊
せいれい

なる神様
かみさま

ですよ。 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、肉親
にくしん

の父
ちち

にはもらえない

大切
たいせつ

な良
よ

いものである聖霊
せいれい

をあなたが与
あた

えてくださいますので感謝
かんしゃ

です。 

 

 

 

 6 月 22 日（火） 

聖書
せいしょ

 マタイ 7･9～12 

聖句
せ い く

 ですから、人
ひと

からしてもらいたいこ

とは何
なん

でも、あなたがたも同
おな

じように

人
ひと

にしなさい。        12節
せつ

 

 

 私
わたし

たちは「天
てん

の父
ちち

の子
こ

どもたち」ですね。父
ちち

なる神様
かみさま

は、私
わたし

たちの祈
いの

り、願
ねが

い、望
のぞ

みを聞
き

い

て、そのようにしてあげたいという御思
み お も

いを

持
も

っていらっしゃいます。お祈
いの

りにこたえてい

ただけて、望
のぞ

みどおりにしていただけたらどん

なにうれしいことでしょう！ ですから、私
わたし

た

ちも、何事
なにごと

でも人々
ひとびと

から、ああしてほしいな、

こうしてほしいなと望
のぞ

むことがあったとしたら、

まずは私
わたし

の方
ほう

からそのようにしてあげましょ

う。この教
おし

えを『黄金
おうごん

律
りつ

』と言
い

うのです。 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、完全
かんぜん

な愛
あい

のお方
かた

であるあな

たにふさわしい『黄金
おうごん

律
りつ

』を守
まも

って、祝福
しゅくふく

が広
ひろ

げられるとうれしいです。 

 



 

 6 月 23 日（水） 

聖書
せいしょ

 ヤコブ 1・5～8 

聖句
せ い く

 ただし、少
すこ

しも疑
うたが

わずに、信
しん

じて求
もと

めなさい。           6節
せつ

 

 

 イエス様
さま

の 弟
おとうと

のヤコブさんは、よくお祈
いの

り

をする人
ひと

だったみたいです。天
てん

の父
ちち

に祈
いの

り求
もと

め

ようとたくさん書
か

いていますよ。まずは、「あ

なたがたのうちに、知恵
ち え

に欠
か

けている人
ひと

がいる

なら、その人
ひと

は、だれでも惜
お

しみなく、とがめ

ることなく与
あた

えてくださる神
かみ

に求
もと

めなさい。そ

うすれば与
あた

えられます。」（５）とあります。勉
べん

強
きょう

のこともそうだし、生活
せいかつ

のいろんな知恵
ち え

も

ですね。「本
ほん

当
とう

に与
あた

えられるのかな？」と思
おも

わ

ないで！ 疑
うたが

わないで、信
しん

じて祈
いの

り求
もと

めていく

ことですね。 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、限界
げんかい

のある小
ちい

さな私
わたし

の頭
あたま

で 

あり、能力
のうりょく

ですが、信
しん

じて祈
いの

って、さら

に知恵
ち え

が与
あた

えられますように。 

 

 

 

 

 6 月 25 日（金） 

聖書
せいしょ

 ヤコブ 4・1～10 

聖句
せ い く

 「神
かみ

は、さらに豊
ゆた

かな恵
めぐ

みを与
あた

えて

くださる」と。        6節
せつ

 

 

 「自分
じ ぶ ん

のものにならないのは、あなたがたが

求
もと

めないからです。」（２）とヤコブは言
い

います。

そうか、と思
おも

いますね。求
もと

めても与
あた

えられない

のは、自分
じ ぶ ん

を楽
たの

しませようとして、悪
わる

い求
もと

め方
かた

をするからだともあって、ナルホドと思
おも

います。

どんな心
こころ

で、どうお祈
いの

りをする人
ひと

に、神様
かみさま

は

良
よ

い贈
おく

り物
もの

をいっぱいくださるのでしょう。

「神
かみ

は高
たか

ぶる者
もの

には敵対
てきたい

し、へりくだった者
もの

に

は恵
めぐ

みを与
あた

える。」（６）とあります。神様
かみさま

は恵
めぐ

みを与
あた

えようとしていてくださいます。へりく

だって求
もと

めよう。 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、私
わたし

たちを愛
あい

して恵
めぐ

みをます 

ます与
あた

えようとしていてくださるあなた

の前
まえ

にへりくだって求
もと

めていきます。 

 

 

 6 月 24 日（木） 

聖書
せいしょ

 ヤコブ 1・17～18 

聖句
せ い く

 すべての良
よ

い贈
おく

り物
もの

、またすべての

完全
かんぜん

な賜物
たまもの

は、上
うえ

からのものであり、

光
ひかり

を造
つく

られた父
ちち

から下
くだ

って来
く

るので

す。             17節
せつ

 

 

 贈
おく

り物
もの

ってうれしいでしょう？ クリスマス

プレゼントとか、バースデイプレゼントとか。

ただ感謝
かんしゃ

して、もらうだけですものね。天
てん

の父
ちち

、

光
ひかり

の父
ちち

、上
うえ

にいらっしゃる神様
かみさま

が、その良
よ

い贈
おく

り物
もの

や、完全
かんぜん

な賜物
たまもの

、これも同
おな

じプレゼントで

すが、私
わたし

たちにくださるというのです。すごい

と思
おも

いませんか?! 私
わたし

たちは、ただ信
しん

じて、お

祈
いの

りして、求
もと

めて、受
う

け取
と

って、感謝
かんしゃ

します！

と言
い

うだけなのです。神様
かみさま

からのものはすべて

良
よ

い物
もの

、完全
かんぜん

な物
もの

、頂
いただ

きましょう！ 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、あなたを信
しん

じる信仰
しんこう

の世界
せ か い

は

なんてすごい、リッチな世界
せ か い

でしょう。光
ひかり

の父
ちち

なるあなたを信
しん

じます。 

 

 

 

 6 月 26 日（土） 

聖書
せいしょ

 ヤコブ 5・13～18 

聖句
せ い く

 正
ただ

しい人
ひと

の祈
いの

りは、働
はたら

くと大
おお

きな力
ちから

があります。          16節
せつ

 

 

 エリヤって、どんな人
ひと

だったか？ 思
おも

い出
だ

しま

すか？ 神様
かみさま

の言葉
こ と ば

を頂
いただ

いて、大胆
だいたん

に信
しん

じて

語
かた

った預言者
よげんしゃ

です。「私
わたし

のことばによるのでな

ければ、ここ数年
すうねん

の間
あいだ

、露
つゆ

も降
ふ

らず、雨
あめ

も降
ふ

ら

ない」（列王記第一 17：1）と言
い

うと、何
なん

と３年
ねん

６ヶ
か

月
げつ

、一
いっ

滴
てき

も雨
あめ

が降
ふ

りませんでした！ バアル

という偶像
ぐうぞう

信者
しんじゃ

450人
にん

と対決
たいけつ

して天
てん

からの火
ひ

を

呼
よ

びくだしました！ そして、次
つぎ

にはカルメル山
さん

の頂 上
ちょうじょう

で、祈
いの

って祈
いの

って、大雨
おおあめ

を降
ふ

らせたの

です！ 生
い

きておられる神様
かみさま

を信
しん

じて祈
いの

ったか

らでした。エリヤも人間
にんげん

、私
わたし

も同
おな

じ人間
にんげん

！ 

 

 

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、生
い

きておられるあなたを心底
しんそこ

信
しん

じて、エリヤのように祈
いの

って、あなたの

みわざを見
み

たいです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

聖
せ い

  書
し ょ

 ヨブ 1・1～22 

テ
 

 ー 
 

マ
 

 ヨブ 

暗 唱
あ ん し ょ う

聖 句
せ い く

 主
しゅ

は与
あた

え、主
しゅ

は取
と

られる。／主
しゅ

の

御名
み な

はほむべきかな。 

      ヨブ 1・21  

目
も く

  標
ひょう

 試練
し れ ん

の中
なか

でも主
しゅ

の深
ふか

いみ心
こころ

を

思
おも

い、慈愛
じ あ い

を信
しん

じて祈
いの

る者
もの

となる。 

 

 

 

 

 6 月 28 日（月） 

聖書
せ い し ょ

 ヨブ 1・1～5 

聖句
せ い く

 ヨブは彼
かれ

らを呼
よ

び寄
よ

せて聖別
せいべつ

した。

朝
あさ

早
はや

く起
お

きて、彼
かれ

ら一人
ひ と り

ひとりのた

めに、それぞれの全焼
ぜんしょう

のささげ物
もの

を

献
ささ

げたのである。       5節
せつ

 

 

 ヨブの子
こ

どもたちも、当然
とうぜん

お金持
か ね も

ち｡息子
む す こ

た

ちは自分
じ ぶ ん

の家
いえ

がありました｡｢さあ、ごちそうを

作
つく

ったから家
いえ

に食
た

べにきてよ！｣｢それはいい

ねえ、じゃあ今度
こ ん ど

はわたしの家
いえ

でごちそうを食
た

べよう！｣と、兄弟
きょうだい

どうしで招待
しょうたい

したり、され

たり、楽
たの

しい生活
せいかつ

を送
おく

っていました。 

ヨブはそんな子
こ

どもたちを呼
よ

び、神様
かみさま

の前
まえ

に

犠牲
ぎ せ い

をささげ、お祈
いの

りをしました。「もしかし

たら、子
こ

どもたちが罪
つみ

を犯
おか

したかもしれない」

と思
おも

ったからです。ヨブは、いつも家族
か ぞ く

のため

に祈
いの

る人
ひと

でした。 

 

祈
いの

り  天
てん

のお父
とう

様
さま

、わたしも、いつも家族
か ぞ く

のた

めにお祈
いの

りしていきます。 

 

 6 月 27 日（日） 
聖書
せ い し ょ

 ヨブ 1・1 

聖句
せ い く

 この人
ひと

は誠実
せいじつ

で直
す

ぐな心
こころ

を持
も

ち、

神
かみ

を恐
おそ

れて悪
あく

から遠
とお

ざかっていた。 

1節
せつ

 

 

 今週
こんしゅう

はヨブという人
ひと

のお話
はなし

です。彼
かれ

が生
い

き

た時代
じ だ い

、彼
かれ

が住
す

む東
ひがし

の地方
ち ほ う

でいちばんのお

金持
か ね も

ちでした。子
こ

どもは 10人
にん

、しもべも大勢
おおぜい

い

ました。羊
ひつじ

やらくだなど、たくさんの家畜
か ち く

も

飼
か

っていました。 

 そんなお金
かね

持
も

ちのヨブですが、お金
かね

を使
つか

いほ

うだい、自分
じ ぶ ん

かってに生
い

きていたわけではあり

ません。神様
かみさま

を心
こころ

から信
しん

じていて、神様
かみさま

の前
まえ

で

正
ただ

しく生
い

きる人
ひと

でした。ヨブほど正
ただ

しい人
ひと

は、

その時代
じ だ い

、ほかにいませんでした。罪
つみ

を犯
おか

すこ

とがないようにしよう！ と、いつも神様
かみさま

をお

それて歩
あゆ

んでいたのです。 

 

祈
いの

り  天
てん

のお父
とう

様
さま

、ヨブのように、あなたをお

それて歩
あゆ

んでいけますように。 

 

 

 

 6 月 29 日（火） 

聖書
せ い し ょ

 ヨブ 1・6～12 

聖句
せ い く

 では、彼
かれ

の財産
ざいさん

をすべておまえの手
て

に任
まか

せる。ただし、彼
かれ

自身
じ し ん

には手
て

を

伸
の

ばしてはならない。     12節
せつ

 

 

 正
ただ

しいヨブに、サタンが目
め

をつけました。サ

タンがこっそり神様
かみさま

の前
まえ

に来
き

たとき、神様
かみさま

はサ

タンに言
い

われました。「ヨブのように悪
あく

から遠
とお

ざかっている人
ひと

は、地上
ちじょう

にはいない」。すると

サタンは言
い

いました、「それはヨブがお金
かね

持
も

ち

だからですよ。財産
ざいさん

がなくなれば、かならず

神様
かみさま

の悪
わる

口
くち

を言
い

いますよ！」。 

そこまで言
い

うサタンに、神様
かみさま

はヨブの財産
ざいさん

を

取
と

りさることを許可
き ょ か

しました。えっ!? と思
おも

う

かもしれないけど、あえて神様
かみさま

は、ヨブが試練
し れ ん

にあうことをゆるされたのでした。 

 

祈
いの

り  天
てん

のお父
とう

様
さま

、ヨブの財産
ざいさん

を取
と

りさること

は、あなたの深
ふか

いお考
かんが

えがあったのだと

信
しん

じます。 



 

 6 月 30 日（水） 

聖書
せ い し ょ

 ヨブ 1・13～17 

聖句
せ い く

 私一人
ひ と り

だけが逃
のが

れて、あなたに知
し

ら

せに参
まい

りました。       15節
せつ

 

 

 サタンは、ヨブの財産
ざいさん

や関
かか

わる人々
ひとびと

にしのび

よりました。ヨブのしもべたちは殺
ころ

されてしま

い、家畜
か ち く

は焼
や

きほろぼされ、盗
ぬす

まれてしまった

のです！ ヨブのしもべも財産
ざいさん

もいっぺんにな

くなってしまいました！ 命
いのち

からがら逃
に

げて

きたしもべたちが、そのようすを次々
つぎつぎ

にヨブに

話
はな

したのでした。ヨブはどんなにショックだっ

たことでしょう…。 

わたしたちは、つらいことがおこると、なか

なか受
う

けとめられないですね。神様
かみさま

に愛
あい

されて

いることや、共
とも

におられることが頭
あたま

からポー

ンと飛
と

んでいってしまうんですよね。 

 

祈
い の

り  天
てん

のお父
とう

様
さま

、つらいことがおきたとき、

あなたに愛
あい

されていること、共
とも

におられ

ることを思
おも

い出
だ

せますように。 

 

 

 

 7 月 2 日（金） 

聖書
せ い し ょ

 ヨブ 1・22 

聖句
せ い く

 ヨブはこれらすべてのことにおいて

も、罪
つみ

に陥
おちい

ることなく、神
かみ

に対
たい

して

愚痴
ぐ ち

をこぼすようなことはしなかっ

た。             22節
せつ

 

 

 子
こ

どもたちも財産
ざいさん

も、いっぺんに失
うしな

ったヨ

ブ。ふつうなら、あまりにもつらくて、たえら

れない状 況
じょうきょう

です。しかし、ヨブは神様
かみさま

に文句
も ん く

ひとつ言
い

わず、神様
かみさま

を賛美
さ ん び

しました。 

サタンは、ヨブがつらい試練
し れ ん

にあえば神様
かみさま

の

悪口
わるくち

を言
い

い、罪
つみ

を犯
おか

すと思
おも

い、ヨブにかかわる

すべてのものをうばいました。しかし、その悪
わる

だくみは大失敗
だいしっぱい

に終
お

わりました。ヨブの信仰
しんこう

は

神様
かみさま

がみとめる本物
ほんもの

の信仰
しんこう

でした。その信仰
しんこう

が

サタンに勝利
しょうり

したのです！ 

 

祈
いの

り  天
てん

のお父
とう

様
さま

、試練
し れ ん

のとき、わたしが罪
つみ

を

犯
おか

さないように、サタンに勝利
しょうり

できるよ

うにお守
まも

りください。 

 

 7 月 1 日（木） 

聖書
せ い し ょ

 ヨブ 1・18～21 

聖句
せ い く

 主
しゅ

は与
あた

え、主
しゅ

は取
と

られる。／主
しゅ

の御
み

名
な

はほむべきかな。      21節
せつ

 

 

 つらい試練
し れ ん

が次々
つぎつぎ

とおこるヨブに、いちばん

つらいことがおきました。大
おお

きな風
かぜ

がふいて

息子
む す こ

の家
いえ

がつぶれてしまい､中
なか

にいた 10人
にん

の子
こ

どもたちが死
し

んでしまったのです。ヨブは悲
かな

し

みのどん底
ぞこ

につき落
お

とされてしまいました。 

しかし、こんな悲
かな

しみのなかで彼
かれ

はこう言
い

っ

たのです｡｢わたしはなにも持
も

たないで生
う

まれま

した｡そしてなにも持
も

たずに死
し

にます｡すべては

主
しゅ

が与
あた

えてくださり、主
しゅ

が取
と

りさられます。主
しゅ

の

み名
な

をほめたたえます｣。なんということでしょ

う！ つらい試練
し れ ん

の中
なか

、ヨブから出
で

てきたことば

は、神様
かみさま

への賛
さん

美
び

だったのです！ 

 

祈
い の

り  天
てん

のお父
とう

様
さま

、わたしはつらいときに賛美
さ ん び

ができるでしょうか。ヨブの信仰
しんこう

に少
すこ

し

でも近
ちか

づきたいです。 

 

 

 

 7 月 3 日（土） 

聖書
せ い し ょ

 ヨブ 1・1～22 

聖句
せ い く

 主
しゅ

は与
あた

え、主
しゅ

は取
と

られる。／主
しゅ

の御
み

名
な

はほむべきかな。        21節
せつ

      

 

 わたしたちは、つらい試練
し れ ん

のとき、「神様
かみさま

どう

して？」と文句
も ん く

ばかり言
い

ってしまいがち。でも

ヨブは、「神様
かみさま

がなさることは、まちがいはない」

と心
こころ

から信
しん

じていたのです。ものすごい、神様
かみさま

への信頼
しんらい

があったんです。 

ヨブのように、いつも神様
かみさま

との時間
じ か ん

をもって

ください。そうすると神様
かみさま

の愛
あい

がわかって、ま

すます信頼
しんらい

できるようになります。良
よ

いときも

つらい試練
し れ ん

のときも、いつも神様
かみさま

はわたしを愛
あい

してくれている、神様
かみさま

にまちがいはない！ と

心
こころ

から信
しん

じて祈
いの

っていきたいですね。 

 

 

祈
いの

り  天
てん

のお父
とう

様
さま

、あなたはどんな時
とき

もわたしを

愛
あい

してくださっています。試練
し れ ん

の時
とき

も、あ

なたを信頼
しんらい

して祈
いの

っていきます。 


